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マルマ語の音声に関する考察*

藤原 敬介

0 は じめに

 本稿ではマルマ語(Mamユa)の 音声学および音韻論 をあっかう。その主たる目的は

マルマ語音素表記 を確定させることである。さらに、共時的分析か らえられた結果

をビルマ文語 と比較す ることにより、マルマ語に特徴的な点を記述する。

 本稿の構成は以下の とお りである。1で はマルマ語について概況をのべ、先行研

究につ いてふれる。2で はマルマ語の音声を共時的に記述 し、マルマ語の音素表記

を確定 させる ことをめざす。3で は筆者によるマルマ語音素表記 とビルマ文語 との

対応関係をみる。4で 本稿をまとめる。附録1と して ビルマ文字 とローマ字転写の

対応表、附録2と してマルマ語基礎語彙1000項 目をつ けた。なお本稿で使用する

記号 ・略号につ いては本文末尾の記号 ・略号一覧を参照。

1 マルマ語 につ いて

1.1 マルマ人とは

 マ ル マ 人(Marma!Mranma)は バ ン グ ラ デ シ ュ 人 民 共 和 国 ・チ ッ タ ゴ ン 丘 陵

(Chittag。ng H�11 Tracts)を 中 心 と し た 地 域 に 居 住 す る チ ベ ッ ト ・ビ ル マ 系 民 族 で

あ り 、 そ の 大 半 は 仏 教 徒 で あ る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ に お け る マ ル マ 人 の 人 口 は

n.BERNOT(1958:273)に よ る と90000人 、 BBS(zoot:143)に よ る と154216人 、

GRIMES(2003)に よ る と231000人 注1で あ る。

 マ ル マ 人 は 隣 接 す る ミ ャ ンマ ー(ビ ルマ)連 邦 ・ラ カ イ ン(ア ラカ ン)州 に居 住 す る

ラ カ イ ン 人(Rakhine/Rakhain)と ち か い関 係 に あ る。 バ ン グ ラ デ シ ュ に も ラカ イ ン入

は確 認 され て い る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ にお け る ラカ イ ン 人 の 人 口 はBBS(2002)に よ

る と16932人 、GRIMES(2003)に よ る と185000人 註2で あ る 注3。

啄主 要語 句1バ ング ラデ シ ュのマル マ語 の音 声学
、 音韻 論 、基 礎語彙 、 ピル マ文語 との

 対応 。
注ユGRIMES(2003)で"Burmese"と されて いる もの をマ ルマ 人 と解 釈 した

。

注2GRIMES(2003)で"Arakanese"と されてい るものを ラカイ ン人 と解 釈 した。

注3マ ル マ人 と ラカイ ン 人は形 質人類学 的にはほぼお な じ民族 で ある とい ってよ く、生活

習慣や文化も非常によくにている。しかし両者には決定的なちがいがある。それは焼
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1.2 マ ル マ 語 と は

1.2.1 概 況

 マル マ語は主 としてマルマ人によつてはなされて いる言語である。チッタゴン

丘陵のうち、特 にバン ドルバン県(Bandarban)に おいては少数民族のあいだで共通

語(lingua franca)と しても使用されている。チャック人(Cak)、 キ ャン人(Khyang)な

どはそれぞれの母語以外 にマルマ語 をしつていることがおおい。チャック語注4や

キャン語注5にはマルマ語か らの借用語がおお くみ られる。

1.2.2 系 統

 マ ル マ 語 と ち か い 言 語 に ラ カ イ ン人 の ビ ル マ 語 ア ラ カ ン方 言(ラ カ ィ ン語)が あ

る。MATI30FF(1996)はL. B ERNOT(1966)を 根 拠 に ラカ イ ン とマ ル マ は お な じで あ

る と し注6モ マ ル マ 語 をSHAFER(1966:4)に よ る チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派 の な か の南 ビ

ル マ 語 群 に 分 類 して い る 。

 大野(1969:86)は 先行研究を比較 し 「東パキスタ ンのビルマ方言 と"ア ラカン方

言"と が全く同じであると断定することはできない」 とのべ、「私のいう 『ビルマ語

南西方言』群 中のアキ ャブ ・ムロハウン方言(中 略)等 と並列 した位置にあると言 う

べきであろう」と主張する。

き畑 をお こな うか いな か とい う点 であ る 。マル マ人 は 山 の民 で あ り焼 き畑 をお こな

う。 他方 、 ラカ イ ン人は海 の民で あ り、焼 き畑 をお こな わな い。チ ッタ ゴン丘陵 の少

数民族 は焼 き畑 をみずか らの民族意識 のよ りどこ ろのひ とつ として いる ので 、 このち

が いは重要 で ある。

 ところで ミ ャンマ ーで マルマ というと、そ れ はマル マ ・ジー(Mranmagyi)の ことだ と

理 解 さ れ る(藪(1993)に もマル マ 語の ビル マ語名 と して 皿g給maGり という表 記が み られ る)。

マ ル マ ・ジ ー と は 、 バ ン グ ラデ シ ュ で は ボ ル ア(BaruaBaruwa)と よ ば れ るバ ン グ ラ人

仏 教徒 の ビル マ 語 におけ る名称 である。 しか しマ ルマ とマ ルマ ・ジー とはま った く別

物 で あ り、 はな す言 語 もことな る。マルマ ・ジー もボル ア も、 ビルマ語やバ ング ラ語

で はそれ ぞれ 「おお きい」 とい う意味 を もつ 点で 共通 してい ると ころが興 味ぶ かい。

注4チ ベ ッ ト ・ビル マ語 派の うちル イ語群 に属す る と されて い る言語
。詳細 は藤原(2002)

 を参照。
注5チ ベ ッ ト ・ビ ル マ 語 派 の うち チ ン系 に 属 す る とさ れ て い る 言 語

。D, BERNOT&

 L.BERNOT(1958)に 基礎 語彙400語 ほ どが み られ る。
注6《Les Cak d'Arakan et le Cak du Pakistan entretiennent d'ailleurs des 

relations

 駱istolaires en utilisant l'arakanais, appel驕v πα'r」παdans cette r馮ion, qu'ils parlent,

 lisent et馗rivent.≫(L. BERNOT 1966:67;強 調 は 筆 者 に よ る)

 しか し この部分 を よむかぎ り 「手紙 のや りと りがで き る」 とあるだ けなので 、マル

マ語 とビルマ 語 ア ラカン方 言が きいて おな じで あるか どうか はわか らな いのぞ はな い

だ ろ うか 。
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 藪(1993:346)は 「マルマ語(方 言)は 、ビルマ語の一方言であるアラカン方言の変

種、ないしは、その下位方言とみるのが妥当であろう」 とのべている注7。

 OKELL(1995)は マルマ語 とビルマ語 アラカン方言は音韻論的にはほぼおな じで

あるとのべている注8。

 以上、論者によつて こまかいちがいはあるものの、マルマ語はビルマ語の方言の

ひとつであり、なかで もアラカン方言とちかい関係にあ り、チベ ット・ビルマ語派、

ロロ ・ビルマ語群、 ビルマ語支に属する言語とみてよいであろう。

1.3 先行研究

 マ ル マ 語 そ の も の の 研 究 に つ い て はKONOW(1903)を そ の 嗜 矢 と す る 注9。 そ

の 後D.BERNOT(1958)に ビ ル マ 語 と マ ル マ 語 の 比 較 音 声 学 が 発 表 さ れ た 注io。

D,$ERN◎T(1966)に マ ル マ 語 の む か し ば な し が 一 編 み られ る ほ か 、 KAUFFMANN

&L●FFLER(1959)とLﾖPFEER(1959)に は マ ル マ 人 の あ そ び につ い て マ ル マ 語 の 名

称 と と も に し る さ れ て い る 。LﾖFFLEﾘ(1959)に は マ ル マ 語 と ビル マ 語 の対 応 に つ い

て 簡 単 な 説 明 も み られ るO

八木(1964)に はマルマ語の語彙について簡単な記述がみ られる。

藪(1gg3)は 先行研究の簡潔なまとめとなつている。

注7た だ し藪(1980:164 -165)は 「ビル マ語 にきわ めて近 い諸特 微 を備 え て いる言 語 に(中

略)マ ル マ語(モ グ語)Mai7na(Mogh)が あ るが、 これ らは現 代 ビルマ語 の方 言 とはみ と

め られな い」 とのべ て いる。
ry a"Marina

, for example, the only one that has been documented(A. BERNOT 1957), seems

 to be phonolog兤aily identical with Sit-twe Arakanese except for the use of lgy, ky,

 khy/for Sit-twe/j,c, ch1、 They are worth mentioning separately, however, as匤fornlants

 recognise them as distinct groups:'(OKELL 1995:3;強 調 は 筆 者 に よ る)

注9た だ しKONOw(1903)は マルマ語 とは いわず
、 Magl�(モ グ語)と よん でい る。 Maghiは

 Magh, Mugh, Moghと もいわ れる ことがある.い ずれ もバ ングラ語で 「海賊 」 を意味

 し、 マル マ 入 ・ラカイ ン人をさす。OKELL(1995)に よる記述 もあげてお く。

 "The`Mugs, have on occasion beenユlsted as a separate race or tribe but in fact the

term is only a name used in former times for the Arakanese by their neighbours to the

west and by Europeans."(OKELL 1495:3;参 考 文 献 へ の 言 及 は 省 略)

注10D . BERNoT(1958)の 材 料 は1951年 か ら1952年 にか けて 当時 の東パ キス タ ン ・チ ッ

  タ ゴ ン丘 陵 のバ ン ドルバ ン地 方 を中心 になされた 人類学 的調 査 の過程で え られた もの

  で ある。 の ちに この調 査 の結 果は 、1959年 か ら1960年 にか けてお こなわれ た二 回 目

  の調 査 の結 果 と と もにL.BERNOT(1967a)に まと め られた 。 L。 BERNDT(1967a:11)に

  よ る と4000語 ほ ど のマ ルマ語 語彙 が あつ め られ た とい う。 これ らの語彙 につ いては

 D.BERNOT&L. BERNOT(1958)に キャ ン語 と対 照す るか たち で一部 が発 表 され てい

  るほ か には、 まと まった かたちで は発 表 され ていな いよ うで ある。
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 バ ン グ ラデ シ ュ で は ラ ンガ マ テ ィ(Rangamati)や バ ン ドル バ ン(Bandarban)に あ る

少 数 民 族 研 究 所(Tribal Cultural Institute)か ら少 数 民族 に か か わ る 研 究 書 が 出 版 さ れ

て い る。 な か に は マ ル マ 語 に 関 す る も の も 数 点 確 認 さ れ て い る 。 そ れ らは い ず れ も

バ ン グ ラ文 字 で か か れ て お り、CHAKMA(1984')、 PRU(1990)は マ ル マ 語 の簡 単 な 教

科 書 、PRU(1993)は マ ル マ語 の歌 を あつ め た も の とな っ て い る 。

 ビル マ 語 ア ラ カ ン 方 言 の 記 述 の う ち 、 お も な も の に はD,BERNOT(1965)注11や

OKELL(1995)が あ る 。 し か し本 稿 は ア ラ カ ン 方 言 と マ ル マ 語 の 比 較 を 直 接 の 目的

と は しな い の で 、 詳 細 は 省 略 す る注12。

1.4 話者について

 本稿 でのマル マ語は 、筆者が ダカ注13でオ ンﾘチ ャイ ンニヌ ン さん(oηch6i勾

煎η)注14からきき とった ものである。資料 としては東京外国語大学アジア ・アフリ

カ言語文化研究所編(1966)を 主として使用し、4000語 程度の基礎語彙 を収集 した0

 2003年 現在、オ ンﾘチ ャインﾘヌ ンさんはダカ大学の学生である。マルマ語の

ほかにバングラ語チ ッタゴン方言、標準バングラ語、イ ングランド語に堪能であり、

ビルマ文字 もしっている。オン=チ ャインﾘヌ ンさんはチッタゴン丘陵 ・ラージョ

ス トリ(Rajasthali)の出身である。本稿であつかうマルマ語は、マルマ語ラージョス

トリ方言 ということになる。マルマ人の中心地 ・バン ドルバ ン地方のマルマ語 と、

本稿であつかうラージ ョス トリ地方のマルマ語とでどの程度の方言差があるか、く

わしいことはわかっていない。

 ききとりの媒介言語にはバングラ語を基本 とし、必要にお うじてイ ングランド語

も使用 した。

2 マルマ語共時音韻論

2.1 音節構造

 マ ル マ 語 の音 節 構 造 を頭 子 音(C)注15、 主 母 音(V)、 末 子 音(F)、 声 調(T)を も ち い

て あ らわ せ ば 、(1)の よ う にか く こ とが で き る 。

注11D . BERNOT(1965)は"Arakanese"(ア ラカ ン語)と よ ん で い る 。

注izビ ル マ 語 ア ラカ ン 方 言(ラ カ ィ ン語)の 先 行 研 究 に つ い て は 大 野(1969)に くわ し い
。

注13日 本 語 で は ダ ッカ(Dacca)と か か れ る こ とが お お い
。 しか し本 稿 で は バ ン グ ラ 語 で の

 発音 によ りちか いダ カ(Dhaka)と 表記す る。
注14藤 原(2002)で は 「オ ンチ ャイ ンﾘヌ ー」 さん とか いて いた

。 しか し 「ヌー」 とい うの

はパ ン グラ語 の証明 書にか いてあ る名 前で、 よそ むき につか う名前 だそ うであ る。マ

ルマ語 で の本 当の名 前は 「ヌ ン」 だそ うで あ る。
注15複 子 音 もふ くむ

。
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(1)(C)V(F)π

以下、具体的に音声を記述する。

2.2 頭 子 音

2.2.1 単 子 音

2、2.1。i 先 行 研 究

(2)にD.BERNOT(1958:・277)に よ るマ ル マ 語 の単 子 音 を しめ す 。 これ は音 素 表 記

で あ る 。

(2)D.BERNOT(1958)

閉鎖音 無声無気

無声有気

有声

破擦音 無声無気

    無声有気

    有声

摩擦音 無声無気

    無声有気

    有声

鼻音 無声

   有声

流音 無声

   有声

半子音 有声

£
鰹

惚  蜘
瞳  瞠
健  麹

省皿

料田 唱ロ
湘 瀬 湘
ロ  ロ 田

鰹 懸 楓

P

ph

b

mh

m

W

e

[6]注18

t

th

d

nh

rh, lh

r, i

c

ch

j

蓉

k (?)注17

kh

9

fih hh

負  貞

y

h

2。2.1.2 筆者の観察

 (3)に 筆者の観察によるマルマ語の単子音をしめすeこ れ は音素表記である。

注16D . BERNOT(1958:277)の 表 中で は歯問音 とはかかれ て いな い。それ は単 に余 白の都合

 で あ る とお もわれ る ので 、 ここでは歯間 音 として いれて おい た。

注17末 子音 としてのみ み とめ られ る。

t「ig[δ】は10/の異 音 と して のみ あ らわ れる
。
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(3)筆 者の観察(音 素表記)

閉鎖音

破擦音

摩擦音

 鼻音

流音

半子音

無声無気

無声有気

有声無気

(有声有気)

無声無気

無声有気

有声

無声

無声

有声

無声

有声

輯匝  伽  惚 惚
⑳  麹 謹 寺細
彊  惣 糎 麹

斜田 輯田
湘 湘  恥
ロ  ロ  臣二

鰹 懸  楓

P

ph

b

(bh)

hm

m

W

(D e

t

th

d

(s)

hn

n

hl, hr

l,r

C

ch

j

∫

y

k

㎞

9

(9h)

hlj

u

h

 D.BERNOT(1958)の 記述 と筆 者 の 観察 と を比 較 し て こ と な る 点 を ま とめ る と(4)

の よ うに な る 注19。

(4)a.D. BERNoT(1958)は 音 素/fi, hfi/をた て る の に 対 し 、 筆 者 は これ をみ とめ

   な い。

b.摩 擦音についてD.BERNOT(1958)は 音声的に[5]を み とめる。しか し

 筆者の観察 によると[δ】はみとめられない。さ らに筆者の観察では、音

 素としての地位をえているとはいえないが、音声的には[s]や[f]が 一部

 の借用語に確認される。

 各頭子音の具体的調音点、音価 は以下のとおりである。

2.2.1.3 閉鎖音

(5)a.ノp1[p] 無 声 無気 両 唇 閉鎖 音

   ノp亘igノ[p祓η】「花 」

b.ノph/[ph] 無 声有 気 両 唇 閉 鎖 音

 1phailj/[phSiu]「 つ か ま え る」

湘9(4)に しめす ちが いはバ ン ドル バ ンとラージ ョス トリの方言 差で あ る可能 性もある
。
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c./b/[b] 有 声 無 気 両 唇 閉 鎖 音

 /bai》[b壱iq]「 銀 行 」<Eng. bank?

d./bh/[b丘] 有声有気両唇閉鎖音

 bhは 音素としての地位 をえているとはいえない。語例 にしめす ように、

ビルマ文字 の名称としてあらわれるだけである。 これが有声有気音で発

音 されるのはバ ングラ語の影響ではないか とお もわれ る注2。。

/b臆.9如 」n繝m[b秘9両n1司 「ビル マ 文 字 の くbh>の 名 称 」

(6)a./t/[t] 無 声 無 気 歯 茎 閉 鎖 音

   /taig/[吻]「 安 い」

b.alli[th] 無 声 有 気 歯 茎 閉鎖 音

 /thai禦[thEIIj]「 か つ ぐ」

c.ノd/[d】 有 声 無 気 歯 茎 閉 鎖 音

 /dais〕ノ[d壱iη]「罰 」

(7)a./kノ[k} 無 声 無気 軟 口蓋 閉 鎖 音

   /k6η/[k5η]「 よ い」

b。ノ㎞1[kh} 無 声 有 気 軟 口蓋 閉 鎖 音

 舳 つηノ[kh5切 「屋 根 」

c./gノ[g】 有 声 無 気 軟 口蓋 閉 鎖 音

 ノg勾ノ[g5切 「指 導 者 」

d./ghノ[ず] 有声有気軟口蓋閉鎖音

 ghは 音素 としての地位 をえているとはいえない0語 例にしめすように、

 ビルマ文字の名称 としてあらわれるだけである。 これが有声有気音で発

 音 され るのはバングラ語の影響ではないか とお もわれる。

 ノ'gh綫gr�/[9rﾟ9r偰「ビルマ文字の くgh>の名称」

2.2.1.4 破 擦 音

(8)a,ノc/[切 無声無気前部硬口蓋破擦音

   ノc田[雛】「たべる」

b.ノch![躯h]無 声 有 気 前 部 硬 口蓋 破 擦 音

 /ch�/[¢h壱]「 塩 」

注20同 様 にノgh/も確 認 され て いる
。 しか し 〈dh>や ⇔h>に つ いて は有 声有 気音 にな らず 、単

 に有声 無気 音で 発音 され る。
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c./j/[(司 有 声 無 気 前 部硬 口蓋 破 擦 音

 /ja/[(加 り 「な に」

2.2.1.5 摩 擦 音

(9)ノ ∬[幻 無 声 唇 歯 摩 擦 音

  fは 音 素 と し て の地 位 を え て い る とは い え な い 。 つ ぎ に し め す 例 に しか 確 認

  さ れ て い な い 注21。

  !fa―da1[艶 ・d惣・]「神 父 」<Eng, father

(1G)rei te]無 声 歯 間劇 察音 注22

10aノ[0司 「心 地 よ い 」

ノba-Oa/[b冒 ・Op・]「言 語 」<Pa1樺23 bh互s巨

(11)a.!s/〔s]無 声 歯 茎 摩 擦 音

sは 音 素 と して の 地 位 を え て い る と は い え な い 。 語 例 は き わ め て す く な

く 、 い ず れ も 借 用 語 で あ る 。

Zs勾』a」11削[s均 難7m司 「映 画 」<Eng. cinema

!se.k6勾/[se・k壱 功F秒 」 〈Eng, second

b〃 朋 無声前部硬口蓋摩擦音

 /faノ[∫2・]「舌」

(12)/hJ〔h] 無 声 声 門 摩 擦 音

  ノh吾/[h旬 「首 飾 り」

2.2.1.6 鼻 音

 ビルマ語と比較 してマルマ語に特徴的な点は、マルマ語には硬口蓋鼻音が確認さ

れないことである注24。

注21借 用語 で本 来的 にfの 音が ある場合 、マルマ語 で は[P"]で と りいれ る ほうが普 通で あ

  る とお もわ れ る。

(i)ノpha」fp1【phgl萄]「 映画 」・<Bangla philm<Eng. film

注22対 応 す る有声 音 は確 認され ていな い
。藪(1993)は 無 声 歯間 閉鎖 音[μ な い し無 声歯 間

 破 擦音[te】で はな いか と推定 す る。
注23本 稿 にお けるパ ー リ語形式 はDAvIDs&STEDE(1921 -1925)に よ る。

注24ビ ル マ語 で硬 自蓋 鼻 音ノ�/がで る場合
、マル マ語 では 一般 に は口蓋 化軟 口蓋鼻 音勾y/で

対 応 して いる。
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(13)a./mノ[m] 有 声 両 唇 鼻 音

    /mail〕/[1u{蒙夏貞 「怒 り」

b./hm/[mm] 無 声 両 唇 鼻 音

 /hmaio/睡 皿鹿 均]「鏡 」

(14)a./n/[n] 有 声 歯 茎 鼻 音

    ノn勾ノ[n壱切 「踏 む 」

b.1hn1[nn] 無 声 歯 茎 鼻 音

 /hn勾/[讐n匂]「 霧 」

(15)a./9ノ 回 有 声 軟 口蓋 鼻 音

    ノga/[9旬 「魚 」

b./hoバ 加] 無声軟 口蓋鼻音

 /切甜[加 旬 「料金を払う」

2.2.1.i 流 音

(16)a。nia� 有 声 歯 茎 側 面 音

    /1�/[lil「 月 」

h/hlノ[11] 無 声 歯 茎 側 面 音

 加磁/[1姥]「 うつ く し い」

(17)a,/r/[r)～[ユ] 有 声 歯 茎 は じ き 音 注25

    /ra/[fセ・〕～[エ司 「百 」

b./hrノ[.0]～[u] 無 声 歯 茎 は じ き 音 注26

 /hra/[藩r2・]～f岬 ・1「探 す 」

(i)a./byaノ[加]「 右 」:WrB〈�>

  b./a― 艀Dノ[eぜo・]「 緑 の」:WrB(a一�>「 茶 色J

  た だ し母 音!i1が 後 続 す る 場 合 に は 軟 口蓋 鼻 音 で 対 応 す る 。

(ii)a。1珈1[g瑚 「弟 」:WrB<T111>、 D. BERNDT(1958=286)[�ii]

  b.1胸![埆 〕 「平 らな 」:WB〈�i一�a>

  音 韻 論 的 に は 勾y1を 軟 口蓋 鼻 音/�/と み な す 立 場 も あ り う る 。 し か し 本 稿 で は/巧yノと

み なす.そ の根 拠 は、勾y1を み とめるな らば 、両唇音 と軟 口蓋 音 につ いて は 閉鎖音 に

も鼻音 に もCyが み られる ことにな り、 よ り体 系的 にな るか らで ある。 も し も勾y/を

み とめ ない とす る と、体 系 にあながで き る。 くわ し くは2.2.2.2を 参照 。

注25比 較 的 摩擦性 が ある こ ともある。

注26比 較 的摩擦 性 が ある こ ともある。
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2.2.1.8 接 近 音

(18)a./w/[w] 両唇軟口蓋接近音

    /wa/[w司 横 色いJ

b、/y/田 硬 口蓋 接 近 音

 /ya/[妙 」「焼 き畑 」

2.2.2 複 子 音

 複 子 音 に はCr, Cy, Cw, Crw, Cywと な る も の が 確 認 さ れ て い る注27。

2.2.2.1 Cr

Crに は/pr, phr, br, kr, khr, gr, mr, hmr,葛r/と な る も の が 確 認 さ れ て い る 。

(19)a.pr:ノpriノ[pri・]「 ほ ど け る 」

b.phr:/phriノ[phil']「 ほ ど く 」注28

c―br:/br�/[br偰 「は し る 」

(20)a.kr:!kra/[k誓 司 rわ か れ る」

   b.khr:舳r5/[k膨]「 わ け る 」

   C.gr:ノgn夋m[5r�1「 野 生 の 鳩 」

(21)a.mr:/mr首 璽/[mr副 「上 昇 す る 」

   b。hmr=ノhmr殉![卑m吻]「 上 昇 さ せ る 」

(22)潮r:勾r勾/陶f匂 」 「断 る」

2.2.2.2  Cy

Cyに は ノPY, phy, by, ky, khy, gy, my, hmy, gy, hηy!と な る も の が 確 認 さ れ て い る 。

(23)a.py:lpyai?1〔pbl?]「 絞 ま る 」

   b.phy:1phyol?1[p%1?]注29「 絞 め る 」

注27Clは 確 認 され ない
。借用 語のな かで本来 的 にはClの 連 続が ある場 合、 マル マ語で は

  Calで 借用 され る。

 (i)/gala?/[gala?】 「グラス」<Eng. glass

注:8動 詞 の 自他 を気音 の有無によ って 区別す る くみ あわ せがお お くみ られ る
。

注29調 音 の連続 性 か らいえば[plhOI?】と表記 す るのが 適 当で はあ ろうが
、本 稿で は音 素表

  記 に準 じた音 声表記 として いる。chy、 Chwの 他 の例 について も同様 の立場 をとる。
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C,by:/by6io/[bi6功]「 ア オ サ ギ 」

(24)a.ky:/kyaiη/f廻 壱功]「 の こ る 」

b.khy:/khyai》[khj壱ig]「 の こ す 」

c,gy:/gyaV[gj壱 η1「 独 楽 」

(25)a,my:/my�/[mj壱1「 ふ え る」

   b.hmy:/hmyﾘ/[卯ml司 「釣 る 」

(26)a.卵 注30:ノ蟹a!【 瑠jp・】 「右 」

   眠hBy:/勾yd/〔 加 」司 「しお れ る ゴ

2.2.2.3 Cw

 Cwに は/pw, phw, bw, tw, thw, dw, cw, chw, jw, kw, khw, gw,θw,∫w, mw, hmw,

nw, hnw,勾w, rw, hrw/と な る も の が 確 認 さ れ て い る 。

(27)a.pw:/pw鋤 ノ[pw5η]「 咲 く 」

   b.phw:/phw鋤 ノlphw5g〕 「咲 か せ る 」

   C.bw:/bw驛m[bW閨z 「本 」 くBangla bo:

(Zs)a. tw:!tw6以[tW5gl「 お お き な 穴 」

   b.thw:/thwSi」/[tbw59]「 刻 む 」

   C.dw:/ro-dw勾/[fgdw5切r井 戸 」:/rg〆<ノri/「 水 」、/dw501<1tw6η/「 深 い 」

(29)a,cw;/cw削 ガ[おw前 射 「あ き らめ る」

   hchw:/chwa勾/[¢hw壱 功1「 僧 の食 事 」

   c.jw;石w鋤1[(珍w輌]「 匙 」

(30)a.kw:/kw�/【kW饐rわ れ る 」

   b,khw:ノICIIW£ ノ正khw6〕 「わ る 」

   C.gw;/gwa童 η/[gwセ 功] 「綿 」

(31)a,ew:/ﾘw�.ノ[eWll「 血 」

   b.∫w:/fweノ[「We・]「 金 」

(32)a.mw:/mwai?/[mw惣1?]～[mwε?]「 飢 え る 」

注3。2.2.L6の 脚注24で のべた よ うに、!By1をみ とめな い とCyの 体 系 にあなが あ いて不 自

 然 とな るので、 本稿 では!ηy/と/鞠y1をみ とめ る。
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b.hmw漁mwi勾/[単mW鞠]「 か き まぜ る」

(33)a.nw:/11幅/[nw壱 】 「牛 」注31

   b・hnw=加wfη/ゆWig]「 剥 ぐ 」

(34) a.寿w:/ruwe/絢Weり 「銀」注32

   h聯:未 確 認 注33

(35)a』v;/rwa/[fWセ ・戸 村 」

   b.hrw:/hrw�/[Zfwﾋ]「 の こ ぎ り」

2.2.2.4 Crw

 Crwに は ノprw, krw, khrw, grw/と な る も の が 確 認 さ れ て い る 。

(36) a.prw:/prwfg/[p書wf瑠] 「ノ」、芋 」注34

b。phrw:未 確 言忍

c.brw:未 確 認

(37) a.krw:/krw;)?/[k誓wσ?] 「鼠 」

b.khrw:/khrwiノ 【kh誓Wi・]「(薪 を)切 る 」注35

c.grw:/hn勾 ―grwai?![讐n旬gfw21?1「 蛭 の 一 J注36:/hn鈎/「 露 」、/grwai?/

 <乃(rwai?/「 蛭 」

2.2.2.5Cyw

 cywに は/kyw, khyw, gyw/と な る も の が 確 認 さ れ て い る 。

(38)a.kyw:1kywaiη/[げ 面B】 「奴 隷 」

b.㎞yw:/khyw�/[khlw司 「汗 」

c.gYw:/wa-gywai?1[w屈 ・9jw惣1?】 「ビル マ 暦 の 七 月 」注37

注31nwは 「牛」 の派 生語 に しか確 認され ていない
。

注32ηwは この一例 しか確 認 されて いない
。

注33ビ ル マ文 語 に も 〈hngw>は 確認 され な い
。

注34prwは この一例 しか確 認 されて いな い
0

注35khrwは この一 例 しか確認 され ていな い
。

注36grwは この一例 しか確 認 され ていな い
0

注37こ の語 は/wa!「 持戒期 間」 と/kywai?ノ 「自由 になる」 か らな る とお もわ れる
。
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2.3 主 母 音

2.3.1 単 母 音

2.3.1.1 先 行 研 究

(39)にD,BERNoT(1958:285)に しめ さ れ た 単 母 音 を し め す 。 こ れ は簡 易 音 声 表

記 で あ る と推 定 さ れ る 。

(39)D.BERNOT(1958)

i        u

e(・)注38 ・

   a    o

z3.i.z 筆 者 の 観 察

(40)に 筆 者 の 観 察 に よ る 単 母 音 を し め す 。 これ は 結 果 と してD.BERNOT(1958)

と お な じ も の と な つ て い る 。 た だ し 個 々 の 単 語 の 具 体 的 音 価 に つ い て は 、

D,BERNDT(1958)と 筆 者 で こ とな る と こ ろが す くな く な い 。

(ao)筆 者 の 観 察(音 素 表記)

    i      u

    e  a    o

      a  o

 以下、具体的に音声を記述する。単母音のうち開音節で低声調のものはややなが

めに発音される傾向にある。

(41)!iノ(1] 前 舌 平 唇 高 狭 母 音

/p�/[p偰「 あ た え る」

師 η![¶功】「弟 」

(42)ノeノ[e] 前 舌 平 唇 申 狭 母 音 注39

  /be/[be・」「左 」

注38D
. BERNOT(1958)に お いてaは 独立 した母音 と して 説明 され て はい ない。 しか し語例

のな かには で て きて いる。そ の分布は ビル マ語 とほぼお な じで ある 。ただ し接 頭辞a一

につ いて は、 ビル マ 語形式 がa一で表記 されていて も、対 応す るマ ルマ語 形式 はa一で表

記 されて い る。 厳密 に は これ はおか しいのではな いか とお もわれ る。 くわ し くは(48)

で後述す る。

注39開 音 節で しか あ らわれ ない。D,BERNOT(1958)も 音素 として は1e/のみ をたて る。具体

  的音価 につ い て は 「θと εの 中間」 として、っ ぎの よ うにい う。
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(43)ノa/[切 中舌非円唇低広母音

/p�/[P壱]「 頬 」

/p矚/[熊 η]「つ ん ぼ の 」

/pa?/[pセ?1「 か た ま り を かぞ え る 助 数 詞 」

(44)/u/[u] 後 舌 円唇 高 狭 母 音 注40

/p�/[p褜「 虫 」

/puη/【pα加 「形 」

(45)/0/[o】 後 舌 円 唇 中狭 母 音 注41

  /p�![p�「 お く る 」

(46)ゐ/[o] 後 舌 円 唇 中 広 母 音 注42

/p5ノ[p5]「 う か ぶ 」

/p5η/[p5切 「あ つ め る」

/po?/[pっ?]～[PD?】 「生 え る」

(47)ノg/【g] 中 舌 非 円唇 中 母 音 注43

  /pa_b�/[pabo]「 うす く」

D,BEKNOT(1958)は 語頭 に お い て/a/と ノa/を区 別 せ ず 、 い ず れ も/a/と か い て い る 。

し か し 両 者 は(48)に し め す よ う に 区 別 され る も の で あ る こ と に注 意 す る 必 要 が

あ る0

(48)a,la-na/[?gn惣 ・]「 痛 み 」:WrB〈a-naa>

   b./a』a1【?甥 ・n2・コ 「命 令 」:WrB〈aa-naa><Pali縅艨u 権 力 」

《en marola le phon鑪e unique qui correspond auxθetεbirnians est d'aperture

interm馘iaire entre ces deux deariers de sorte qu'on peut黎re tent馘e la rapprocher

de l,un aussi bien que de l'autre》(D.ﾟERNOT 1958:284;強 調 は 筆 者 に よ る)

注ao CV2の 環 境 では あ らわ れな い。

注41開 音節 で しか あ らわ れな い
。3.2の(145)で 後 述す るよ うに 、マル マ語 のノo!は通 時 的

には ビル マ文語 の くo>の第一 声認 第三声調 と対応 す る 。マ ルマ語 の1Q!で第二声 調 と

な る ものは一部 の借 用語 にかぎ られ ている。
注42特 にCV?の 環境 では[n]の よ うにき こえる ことがお お い

。

注43(C)a _CV(η/?)の 環 境 で しかあ らわれない。
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2.3.2 二 重 母 音

2.3.2.1 先 行 研 究

 D.BERNOT(1958:290)に しめ さ れ た ビル マ 文 語 と マ ル マ 語 の 対 応 表 を 再 掲 す れ

ば(49)、(50)の よ う に な る 。

(49) a,b.�.注44 a十n∠m>m、p― 注45 a�aE�

b。 ―a十fi>-e血[oe司

c.―a+立 〉-oh[aoh]

d.‐i十n/m>‐i�oi�,[wi�

e.‐u十nhn>‐u�ourｺJ

f一 ひ十力 〉-O血[00司

9.-0+h>-eh[つe刺

(50)a.b.�. a十t/P>m.p. a?[ae?工,[ai?]

b。-a十c>-e?[⊂)e?],〔 〔)i?]

c.-a十k>-o?[ao?】

d。 一 圭十t!P>一 °-A?[oi?〕,[wi?]

e.-u+t1P>-U?[ou?}

f.‐o十k>‐o?[oo?]

9.-0十k>-e?[〔)e?],[=)i?]

(49)、(50)か らわ か る よ う に 、D、 BERNOT(1958)は 音 声 的 に は二 重 母 音 の 存 在 を

み と め て い る 。 しか し、 音 韻 論 的 に は 単 母 音 と末子 音 の くみ あわ せ で あ る とか ん が

え て い る 。

2.3.2.2 筆 者 の 観 察

 二 重 母 音 の 分 布 に 関 して は 、1?.$ERNOT(1958)の 記 述 と筆 者 の観 察 は か な り こ と

な る 。 筆 者 の 観 察 に よ る と、 マ ル マ 語 の 二 重 母 音 に は/ai, oi, oi, ou/が 観 察 さ れ る の

み で あ る 。 マ ル マ 語 の=二重 母 音 に特 徴 的 な 点 は 、 い ず れ も 原 則 と して 閾 音 節 で しか

あ ら わ れ な い と い う こ と で あ る。(51)に 語 例 を しめす 。

注嗣b .�<hinnan馗rit:ビ ル マ 文 語 。

注45m
、P.<mam・a padε:マJレ マ ロ語 。
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(51)a.ノai1圖 注46

/lain/[1哲p]「 め く れ る 」

/lai?/[1㎎ ・?]～ ロε?]注47「 運 命 」

h/oiノ 【・1]注48

 /10i?ノ 〔101?]「 亀 」

c./つi/[つ1]注49

 乃6iηノ[玉5功]「 う ね り」

 働i?/[bl?]「 お い か け る 」

d./ou/[ou]

 八〇u?/[lou?】 「す る 」

2.4 末 子 音

 末子音についてD.$ERNOT(1958)と 筆者とで ことなるところはない。筆者の観

察によると末子音には(52)に しめす二種類しかない。

(52)a,CV?=音 声的には 【CV?]で 実現する。環境 によっては緊喉母音がきか

    れることがある。

b.CV廓:音 声的には 【C▽η】で実現する。先行する母音 を鼻母音にする。

(53)、(54)に 語 例 を あ げ る。

i#4G[セェ]はつ ぎ に しめす 一例 をのぞ き
、閉音節 で しかあ らわれ な い。

(i) a.η9=r�―wi r5瑠 皿1ai・

   1=PLた め に 売PCL

   「わ た し た ち の た め に 売 っ て く だ さ い よ 」

b.瑠9=垣9-wi lou?mai?.

 1=PLた め に す るPCL

 「わ た した ち の た め に し て くだ さ い よ」

 加aiノと/mai?/は 相補分 布の関係 に ある。 両者 ともに 日本 語 で いえば 「よ」 のよ うな

意 味 を もつ 終助 詞 で ある。/mai?!はCV?の 直後 に あ らわれ 、そ の他 の場 合 には!mai1

が あ らわれ る。!mai1は 音 声的に は[mセ ・1]とき こえ るa

X47 Cai?の 環境 で は[EI?】 よ りも[E?1と 発音 され る ことのほ うがお お い。

注48[OT]は 一例 を のぞ き
、 CV?で しか確 認されな い。そ の一例 は 「はい」を意 味す るノo∬で

  ある。 これ はチ ャク マ語 か らの借用 語か もしれ な い。
注49[01]は 一例 を のぞ き

、 閉音節で しか あ らわれな い。 そ の一例 はバ ング ラ語 か らの 借用

語 で あ る こ と が あ き らか な/mりi-da/「 粉 」(Banala meda)で あ る 。
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(53)a.Ci?:/ri?_fa/[ri 2 fe・]「 リキ シ ャ 」注50〈Bangla rikta

hCai?:/nai?ノ[重1激?]～[nε?】 「精 霊 」

c.Ca?:/na?![nB?】 「深 い 」

d.Co?:/no?/【no?] 「う し ろ 」

e.Coi?沼oi?/[1。 エ?1「 亀 」

f.CDi?=πoi?/[bl?] 「追 う 」

g,Cou?:/lou?/[lou?】 「す るJ

(54)a.Cio:1hi可/〔n功]「 太 陽 」

b.C記 η:/main/[孤 壱勾] 「怒 り」

c.Cag:/m矚ノ[m匂]「 王 」

d.Cuit:/m両/[m昼 η]r嫌 うJ

e.Coη:/moη/[m5切 「女 性 の 兄 弟 」

f.Coiな 二/miη/[n5均]「 ～ で き る 」

2.5 声 調

2.5.1 先 行 研 究

 マ ル マ 語 の 声 調 に つ い て はD.BERNOT(1958:275)とLBERNOT(1967�:227)

に 記 述 が み ら れ る 。 両 者 の 記 述 に は 若 干 の ち が い が あ る が 、 こ こ で は

Ii. BERNDT(1958:275)の 記 述 を(55)に ま と めて お く。

(55)a.第 一 声 調 柱51(CV):音 節 中 を 通 じ て 中 程 度 の つ よ さ が つ づ く 。 無 標 の

    声調 。

b.第 二声調注52ぐCV):音 節初頭につよい強勢がある。初頭子音を強調 して

 いっているような印象がある。

c.第 三 声 調 注53(CV'):母 音 は み じか く、 突 然 お わ る 。 語 末 にか る い 声 門 閉

 鎖 を と もな う注54。

注5。Cilは こ の 一 例 しか 確 認 さ れ て い な い
。 な お こ の 語 に つ い て は!ri_「a/や/ri.fai/と い う

 語 形 もある。
注5]ビ ル マ語 の低 平 調 に対応 す る。

注52ビ ルマ語 の高 平調 に対応 す る
。

注53ビ ルマ語 の下 降 調 に対応 す る
。

注54藤 原(2002:221注21)で は これ に相 当する声調 をCVと 表記 し 「下降 調」とかい た。た

しか にバ ン ドル バ ン地方 のマル マ語で は、下降 調 の ことが おお い ようで ある。 しか し

本 稿 で あつ か う ラー ジ ョス トリ地方 の マル マ語で は 、(56c)に 後 述 する よ うにr上 昇

調 」 であ る。

一253一



d.第 四 声 調 注55(CV?):声 門 閉 鎖 音 で お わ る 音 節 に あ た え ら れ る声 調 。

2.5.2 筆 者 の観 察

 筆 者 の 観 察 に よ る と 、 マ ル マ 語 に は 弁 別 的 声 調 と して 低 調 、 高 調 、 上 昇 調 、 高 抑

調 の 四種 の声 調 が あ る。 これ はD.BERNOT(1958)、 L, BERNDT(1967b)と ほ ぼ お な

じ と い つ て よ い 。

 弁 別 的 と は い え な い が 、音 声 的 に[a]が あ らわ れ る 環 境 で は 軽 声 が あ らわ れ る 。

軽 声 はD.$ERNOT(1958)、 L. BERNoT(1967b)で は 記 述 さ れ て い な い。

(56)a,低 調:(CV):ピ ッチは相対的にひ くい。ビルマ語 の低平調 にほぼ対応す

    る。母音はややながく発音 され る。

b.高 調:(cv):ピ ッチは相対的にたかい。語末でやや下降す ることもある。

 ビルマ語の高平調にほぼ対応する。母音はみ じかく発音され、やや息が

 かってきこえることもある。

c.上 昇調:(CV):ピ ッチはひくいところか らはじまり、たか くおわる。ビル

 マ語の下降調に対応するが、ピッチのあらわれは逆であるところに特徴

 がある。母音はみじかく発音され、緊喉性がつよい。高抑調との区別が

 むずか しい。

d,高 抑調:(CV?):ピ ッチはたかく、語末は声門閉鎖音でおわ る。声門閉鎖

 音におわる環境であらわれることが予測可能なので、音韻論的には弁別

 的なものであるとはかんがえない。

e.軽 声:(Cg.CV):音 声的に[a]が あ らわれ る音節 に付与 され る音調。低

 調が後続す る場合(Ca_CV)は 、高調ほどではないにしても、ピッチは

 相対的 にややたか くきこえる。高調、上昇調、高抑調が後続す る場合

 (Ca.CV!Cg-Cウ1Co.CV?)は 、ピッチは相対 的にひくくきこえる。ただし本

 稿では音素として/a/をみとめるため、軽声を音韻論的に弁別 的なもので

 あるとはかんがえない。

 (57)～(62)に 最小対語 の例 をあげる。 ここか らは音素表記 のみをあげる ことと

する。

(57)a./ca/「 書 か れ た も の 」

b./cﾘ喰 べ る 」

c./c�/「 は じ ま る 」

注55ビ ルマ語 の高抑 調に対応 する
。
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(58)

(59)

(60)

d./ca?ノ 「機 械 」

a.ノna/「 痛 い 」

b,/n�/ 「耳 」

c,ノ'n繝m 「具 格 標 識J

d./na?/ 「深 しΣ」

a.ノ9a以

b.ノ8疂/

C./8緤/

「教 え る」

「交 尾 す る 」

「く つ つ く」

a,/a.θa1「 安 全 」

b./a-0創 「肉 」

c,/a-8a3」 「命 」

(61) a.ノb一 θil

b./a一ﾘ�/

c,ゐ 一eY/

「死 」

「実 」

rし りあ う こ と」

(62) a.∠9-?211}/

b./9-nf{ソ

c.ね 印nig/

「赤 さ 」

「あ た た か さ」

「低 さ 」

2.6 連声

  この節ではマルマ語にみ られる主要な連声について記述する。

2.6.1 有 声 音 と 無 声 音

 D.BERNOT(1958:276)で のべ られているように、マルマ語 において有声音 と無

声音の対立は絶対語頭にのみかぎられる注56。語中では、閉鎖音と破擦音において、

有声音 と無声音の対立がな くなる傾向にある。すなわちCVお よびCVgに 後続す

る場合は有声音が、CV?に 後続する場合は無声音があらわれる傾向にある。

注56《Avant de dresser le tableau des consonnes marina pr馗isons
, d'abord, qu'en marnu

comme en birnian,1'opposition des sourdes et des sonores n'est pertinente qu'�

1'initiale absolue;dans le corps d'un vlot compos�, le caract靡e sourd ou sonore de

l'initiale du deuxi鑪e terme est rigoureusement d騁ern佖駱ar la finale du premier tenne:

lorsque cette finale est une voyelle ou la consonne nasale, la consonne suivante reste

sonore ou le devient;lorsque cette finale est l'occlusive laryngale, la consonne suivante

reste sourde ou le devient;》(D、BERNoT 1458:276;強 調 は 筆 者 に よ る)
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(63) a・C[十voiced]ノ(C)V(η)

   b.C卜voiced]/(C)V?

(64)～(66)に 語 例 をあ げ る。

(64)a.ノkhw咜a-gっ 》 「犬 一 匹 」 く/khw�/「 犬 」、 ノ't」i?/注57「 一 」、/goロ ノ 「匹(動

物をかぞえる助数詞)」

b./khwf O丘0-go刃/「 犬 三 匹 」 〈/khw�/「 犬 」、/ﾘ仡/「 三 」、/gog/「 匹(動 物

 を か ぞ え る 助 数詞)」

c./㎞wi hmi?―kDη!「 犬 二 匹 」</khw�/「 犬 」、/hnoi?/「 二 」、/kDo/「 匹

 (動 物 を か ぞ え る 助 数 詞)」

(65)a./8i=jiノ 「知 らせ る 」</ﾘi/「 知 る」、 ノ』ji/「 使 役 接 辞 」

   b.n◎u?=ci1「 仕事 を させ る 」 〈/lou?ノ 「仕 事 を す る」、1=ci/「 使 役 接 辞 」

(66)a./hw乏 」a ba/「 は い 」 〈 ノhw�!a/「 は い」、/ba/「 丁 寧 さ を あ らわ す 助 詞 」

b./ma-hou?pa/「 い い え 」</ma/「 否 定 辞 」、ノhou?/「 正 し い 」、/pa/「 丁

 寧 さ を あ らわ す 助 詞 」

(67)に しめ す よ う に 、 動 詞 の 派 生 形 注58注59か らも 、 同 様 の傾 向 が うか が わ れ る 。

(67) a.∠k6η/ 「よva」

注572
.6.2で 後 述す る弱化 をお こして/ta/になって いる と推 定 され る。

注58以 下 に しめす語 例に は
、意 味 的 には形容 詞 といえ るも のがお お い。 しか し基本 形で あ

  るCVの 形式 は統 語 的には動詞 としてふ る まつて いるので 動詞 としてい る。
注59マ ル マ語 の動 詞 は形 態的 にみ てCVを 基 本形 とす る

。そ こか らa-CV, Ca.CV, CV=r�

  の派 生形が うまれ る。それぞ れ の用例 をつ ぎに しめす。

(i)a.CV:de一ﾘu fe re.「 こ れ は ち い さ い です1:de「 こ れ 」、8u「 モ ノ 」、 ∫e「 ち い さ

   い 」、rer述 語 標 識 」

b.a-CV:de―ﾘu a-fe.「 これ は ち い さ い」

c.CaCV:de-Ou∫eJe mraηre.「 これ は ち い さ く み え る 」:Inrag「 み え る」

a.CV=r�:de-8u fe=r�a kh縒e,「 これ は ち い さ くな っ て し ま っ た 」:la「 過 去 標

 識 」、kh縺u 完 了標識」

この四つ の語形 の機能的差 異 はまだよ くわ かつて いな いが 、現 在 の ところつぎの よ

 うな ちがいが ある のではな いか とかんがえて いる。

(ii)a. CV;基 本 形。動 詞 として はた らき、述語標識 を とる。

b,a-CV:名 詞化 。述語標 識 を とらな い。

C.Cg.CV:副 詞 的 にはた らき動 詞句 を修飾 する。 述語標 識 を と らな いe

d.CV=r�:分 詞 と して動詞 句 をつ くる。述語標 識 を と らな い。
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b./a-k5r〕/ 「よ い 」

c,/ka―9勾/「 よ い ・よ くJ

d./k6な=r6/「 よ い ・よ く 」

 (67a)の 基本形か ら(67c)の ような重複形が派生する。ここで後部要素の初頭子音

が有声音となつて いることに注意 したい注60。

 接頭辞/a-/に後続す る場合は(67b)に しめ したように有声化しないのが普通であ

る。 しか し、かず はす くな いが(68b)に しめすように有声 音で あ らわれるもの も

ある。

(68)a./krf/「 大 き い 」

b.la―griノ 「大 き い 」

C./ka―g�!「 大 き い ・大 き く 」

d./ki�=r�!「 大 き い ・大 き く」

 無声有気音 には対応す る有声音がないので、CVやCVη に後続 して も有声有気

音にはならない。(69)に 例をあげる。

(69) ae/khyo/ 「甘 い 」

  b./a-khyo/ 「甘 レM

  c./kha」 くhyoノ 「甘 い ・甘 く」

  d./khyo=r�!「 甘 い ・甘 く」

 有声音であるか無声音であるかは、語と語のむすびつきのつよさをはかる基準と

なる。(70)に 例を しめす。

(70) ae ri-gr厓h�

水 一大FUT

「大 水(洪 水)に な る だ ろ う」

注6。ただ し(i)、(11)に しめす よう に基 本形 がCりi?ま た はCoi?で ある もの は、重複 形で も

 有 声化 しな い よ うで あ る。

① a./coi?/「 正 直 な 」

  b./cg― ρDi?/「 正 直 な ・正 直 に コ

(ii) a.ノtoi?ノ 「日音い 」

  b.It2_koi?/「 暗 い ・暗 く」
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b.ri kr厓h�

水 大FUT

「水が大き くなるだろう(洪水になるだろう)」

 (70a)も(70b)も 「洪水 になるだろうJと いうことを意味 しているという点ではお

な じで ある。しか し、(70a)で はr大 きい」をあ らわす/k1ガが名詞を うしろか ら修

飾す る形容詞 としてはた らいてお り、直前の名詞 とのむすびつきがつよいために

有声音の/gr夋mででている。そしてtri/とノgrf/は連続 して発音され、全体で 「洪水にな

る」 という動詞 としてはた らいている。これに対 して(70b)で は 「大きい」をあ ら

わす/kr夋mはそれだけで動詞としてはたらいてお り、直前の名詞とのむすびつきはよ

わい。この場合、音声的には/ri1と/kriノのあいだにわずかな休止がはいる。

2.6、2 母 音 の 弱 化

 CVCV(唱1?)型 の 複 合 語 に お い て は 、 前 部 要 素 がCaで 実 現 す る こ とが お お い 。

(n)、(72)に 語 例 を しめ す 注61。

(71) a.!ta-che/ 「十 」 </tこ)量?/ 「一 」 +/che/ 「十 」

b,/cha-loi?/ 「タ バ コ 」 </ch�/「 薬 」 十/loi?/「 巻 く 」

c./rg-dw6η/「 井 戸 」<ノri/「 水 」+/tw勾/「 深 い 」

(72)a.ノda=ma/「 こ こ」 く ノde/「 こ れ 」+ノma1「 場 所 格 」

  b.ノ'ya=paid/「 そ の よ う に 」</yeノ 「そ れ 」+/PDi》 「～ の よ う に 」

 (71)や(72)の よ う に分 析 は で き な い も の の 、CgCVQ/?)と い う語 形 自体 は お お く

み られ る 。 マ ル マ語 で はCVCV卿?)よ り もCaCV(弓/?)の ほ うが 安 定 した 語 形 で あ

る と お もわ れ る。(73)、(74)に 語 例 を あ げ て お く 注62。

(73)a.ノ ㎏ 」ma!「 幸 運 」

  b./kaj�/「 あ そ ぶ 」

注61以 下 に しめす語 例 は
、意味 と形式 か ら判断 してそ の よう に分析 してい る。実際 に*ノtっi?一

che/、*1chf-loi?/,*!h・dw勾1、*/de=ma/,*/ye=pD勾/と い っ た 語 形 が み られ る わ け で は

な い 。

注62現 代 ビル マ語 の代 表 的な方言 で あるヤ ンゴ ン方 言 に も同様の傾 向はみ られ る
。 しか し

 ヤ ン ゴン方言 で はCaCV(羽!?)と な った語形 にお い てはCaの 部 分の初 頭子 音が 有 声音

  とな る傾 向があ るの に対 し、マルマ語で はそ うは な らな い。

(i)a.SpB:[zagal】 「こ と4艨v<WrB:<ca-ga2>

  b.Marnu:/ca,g創 【掬g壱]「 こ と ば」
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c―/ka」�/「 水 タ バ コ 」

(74)a./pakha?/「 ゆ りか ご」

   b.ノpg」 勾/「 ビ ン」

2.6.3 変調

 ビルマ語 とおな じく、マルマ語において も単音節の代名詞類注63を斜格 にすると

声調が変化する。マル マ語では低声調のものが上昇調に変化す る。(75)に 例 をあ

げる。

(75)a./fia/「 わ た し」

   b./蝉nag-me/「 わ た しの 名 前 」<hﾟ�/fわ た し(斜 格)」、/na聾me/「 名 前j

   c.1騨=ma/「 わ た し の と ころ に」<ノ η潔 「わ た し(斜 格)」、/=ma/「 場 所 を

    あ らわ す 接 辞 」

類 例 に 数 詞 の 「十J.「 百 」 やr千 」 が あ る 注64a

(76) a./ta-che/ 「十 」

   b.!tg-ch首 一tつi?/ 「―卜一 」 く/taノ 「一 」e /chi/ 「十(余 斗牢各)」、 /t;)i?ノ 「一 」

(77)a.ノta-ra/「 百 」

   b/ta-r互 一tりi?ノ 「百 一 」<ノtgノ 「一 」、 Ir�/「 百(斜 格)J、 ノtDi?/「 一 」

(78) a./ta―thQ召 ノ 「千 」

   b./ta―th5p一 ねi?ノ 「千 一 」</ta!「 一 」、/th5η/「 千(斜 格)」 、/tji?ノ 「J

し か し/n�/を は さ む と 変 調 し な い 。

(79) a./ta-che n益toi?/「 十 一 」</ta/「 一 」、/che1「 十 」、ノn�/「 と 」、ノtっi?/「 一 」

b。/ta-ra n縟ai?/「 百 」 く/ta/「 一 」、/raノ 「百 」、 ノn�!「 と 」、/toi?/「 一 」

c.!'ta-that n縟ai?/「 千 一 」</ta/「 一 」、/th鯛 ノ 「千 」、/n�/「 と 」、/tっi?/

 「一 」

/ぬ一1以外 に後 続 す る 場 合 に も変 調 し な い 。

注G3い まの と ころは勾a/「 わた し」1ko/「 自分」、/8u!「人」、 nuノ 「人 間」 くらい しか実 例が

  みつ か らな い。 なお/napノ 「あな た(女)」 は斜 格では/na?ノとな る。
注64た だ しビル マ語 とち が い

、変 調 をお こすのは1teノに後続 し、か つ そ のあ とにさ らに数詞

  が直接 つ づ く場 合だ け であ る。
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(80)a./k勛鹹he-tDi?ノ 「九 十 一 」 く/k凬m 「九 」、/cheノ 「十 」、 ノtoi?ノ 「一 」

b./k勛靡a―toi?/「 九 百 一 」</kU/f九 」、/ra/「 百J、/tっi?/「 一 」

c./k禔¥tho瑠 一toi?/「 九 千r <ノk�/「 九 」、/thoη/「 千 」、 ノtoi?/「 一 」

3 ビルマ文語 との対応

 D,BERNOT(1958)で はマルマ語 とビルマ文語、 ビルマロ語注65との関係が主要な

語例 についてのべ られている。しかし網羅的なものとはいえない。また、細部にお

いては筆者の観察 とことなる点もある。

 以下、筆者によるマルマ語音素表記とビルマ文語 との対応関係を子音と母音 にわ

けてみていく。そ してマルマ語に特徴的な点を指摘する。

3.1 子 音

 子音 については、 ビルマ文語にみられる形式とマルマ語の形式がかなりきれいに

対応 している。

3.L1 単子音(初 頭子音)

 ビルマ文語(WrB)の 単子音についてビルマロ語(SpB)、 筆者によるマルマ語音韻

表記(M)と の対応をしめせば(81)～(83)の ようになる。ただしつづ り字上の有声有

気音、反舌音の例はす くないのであげていない。

   WrB

(81)SpB

M

pphbtthdcchj kkhgsh

pphbtthdsshz kkhgth

pphbtthdcch‐kkhg8h

   WrB

(82)SpB

M

mhm nhn��ghng

mmmnnn阜 加 η 加

mhmnhnoyh羽yη 鞠

   WrB

(83)SpB

M

yhyrhr lhlw

jgj¢ 111w

y-rhrノ ∫lhlw

注65本 稿 で の ビル マ ロ語 とは
、現 代 ビル マ語 の標準 語で あ るヤ ンゴ ン方言 をさす もの とす

 る0
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 代表例を(84)～(96)に あげる。以下 ビルマ文語形式 は く_〉、筆者による音韻表記

はんノで しめした。 ビルマ文語 の転写方式は附録1を 参照。 ビルマ文語の右肩の数

字は声調をあ らわす。ただし第一声調(低 平調)に ついては特に表記 していない。

(84)・.<P>:/P/注6611〈paa2>・/p�/「 蜘

b.〈ph>:/ph/Il<phat>;/phai?/「 読 む 」

c.<b>:n)/11<ba-maa>1/basna/「 ビ ル マ 」

(85)a.〈t>:〃 注67}}〈tっng>:ノt・ 》 咄 」

b,<th>:/th/注681i〈thaa2>1/th�/ 「置 く 」

c。 〈d>:/d41くdan):/dai以 「罰 」

(86)a.〈c>1/c//<caa2>/c�/「 食 べ る 」

b.〈ch>ゴch/Il<chei2>=/ch�/「 薬 」

c.<j>:一 ―1適 当 な 対 応 例 未 確 認

(87)a.〈k>1/k/注691【 〈ka3>:/k�/「 艮蘭る 」

b.<kh>・/kh/注701【<khaa2>・/kYt�/「 腰 」

C.〈9>:/9/11〈ga一 胆n2>ゴ99』 盃ig/「 数 字J注7ユ

注G6ビ ルマ文 語 の くp>が マル マ語 ではノph1で対 応 してい る ものが一例 だ け確認 されて い る
。

(i)<P>ゴph/ll<rang-pat>:/r鯛 雫hai?ノ 「胸 」cf. Cak r鵡 ―ph碌?(本 稿 にお ける チ ャ ック語 の

 形 式 は、筆 者 が収 集 した 一 次資料 による。チ ャック語 の表 記法 につ いて は藤 原(2002)を 参 照)

 (i)で 現 代 ビ ル マ 語 で の 一 般 的 な つ づ りは 〈p>で 、 実 際 に は 【b]で 発 音 さ れ る 。 し か

し原 田 ・大 野(1979)や 大 野(2000)に は 〈ph>のつ づ りもみ られ る。 マル マ語 の形式 は

そ ち らとよ く一 致す る。
注67ビ ル マ 文 語 の 〈t>が マ ル マ 語 で は!c!で 対 応 して い る も の が 一 例 だ け確 認 さ れ て い る

。

 (i)〈t>:/c/ll〈ta>1/ca/「 ～ な も の 、 ～ な こ と(名 詞節 標識)」

注68ビ ル マ 文 語 の くth>が マ ル マ 語 で は/chノで 対 応 し て い る も の が 一 例 だ け確 認 さ れ て い る
。

 (i)〈th>:!ch/ll〈a-thi>1/a-chi/「 ～ ま でJ

注69ビ ル マ文語 の 〈k>が マ ル マ語ではlg!で対 応 してい る ものが一例 だ け確 認 さ れて いる
。

(i) 〈k>:/g/}}〈kgng2-kang>:ノg5身 」dla勾ノ 「空 」

 こ の 例 は 後 部 要 素 が 〈k>に 対 してlk�1で 対 応 して い る こ と も例 外 的 で あ る 。
注70ビ ル マ文語 の くkh>が マ ルマ語で は!9!で対応 して いる ものが 二例だ け確認 され てい る

。

 (i) <kh>:ノ9/}1ぐkhong2>:ノa―95身 ノ 「頭」

       〈a柚u3>ゴe・9百 ノ「今」

注71対 応 例は この一例 しか確 認 されていな い
。
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(88)a.〈s>:/θ/ii<saa2>:ノ θ6/「 息 子 」

   b.〈h>:/h〆ll<hong2>:丹16項/ 「古 し、」

(89)a.〈m>二 舳/i〈mo2>1/m�/「 雨 」

   b.〈hm>:/hm/注72(1〈horan>:ノhmai》 「ガ ラ ス 」

(90) a.〈n>=/n/1;〈naa'〉:/n�! 「耳 」

   b.<hn>1/hn/ll<hnac>:/hnoi?/「 年 」

(91)a・ くri):角y!ll〈�a>:/bya/「 右 」

   b.〈11�r:/切y/l〈h�02>1陶yd/「 し お れ る 」

(92)a.<ng>:1℃/ll<ngaa>:/ria/「 わ た し」

   b、<hng>:/hOI l I〈hngak>:/hia?/ 「,鳥」

(93) a.<y>:/y/i}〈yang>:/yak/ 「蝿 」

   b.〈hy>:一 目適 当 な対 応 例 未 確 認

(94)<r>/r/ll〈rei>=11i!「 水 」

(95) a.〈1>1/1ノ 注7311〈lai>:/1�/ 「月 」

   b.<hl>:/hl/ll〈klan>:/klaiガ 「槍 」

(96)〈w>:ノWi II〈wei2>:!w�/「 遠 い 」

 <hr>に ついて は対応が特殊である。開音節では/hr人 閉音節では/ftで対応す るも

のが 、かずか らいうとおおい。代表例を(97)に あげる注74。

注72ピ ル マ 文 語 の<hm>が マ ル マ語 で は/rn/で対 応 し て い る もの が 一例 だ け確 認 され て

  いる。

(i)〈hm>:1nV l l〈hmaa>:ノmaノ 「で(場 所格)」

注73ビ ル マ文語 の 〈1>がマルマ語 では/hl/で対 応 して いる ものが 一例だ け確 認 され て いる
。

(i) 〈1>:/hl1け 〈Iei2>:!hl�/ 「弓」

  この対応 は不規剣 で はあるが、 ビル マ語タ ウ ンヨ ウ方 言 を記述 した藪(1981=166)の

  資料 のな か には!hl�/という語形 もあがつて いる。
注74代 表例 以外 に もつ ぎのよ うな 例が確認 されて いる

。

(i)a.<hrwei3>:ノhrwV「 う こか す 」

  b.〈hrei3>:!hix/ 「前 」

(ii) a.<a-hrap>:!'a-fou?/「 いそ が しい 」

  b,〈a-hrang>:/g-∫a》 「主 人 」
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(97)a.CV:〈hr>:伽 ゾ}1〈hraa>:/hraノ 「探 す 」

b.CVC:〈hr>:/∫/1〈hrac>=!∫Di?/「 八 」

c.CVN:ぐhr>1〃}1〈h1っng>1び りV「 避 け る 」

しかし例外的な対応をするものも、かずはすくないが確認 されている。

(98)a.cv:〈hr>;/∫/11<hrwe>1/fwe/「 金 」

b.cvc:〈hr>:/hr/i1〈hrak>=/hra2ノ 「は ず か し い 」注75

c.CVN:〈hr>;丑}r/i【 〈hra�r:/hre/「 長 い 」注76

3.1.2 複 子 音

3.1.2.1  Cr

 ビルマ文語のCrに ついても同様にビルマロ語、筆者によるマルマ語音韻表記 と

の対応をしめせば(99)の ようになる。

   WrB

(99) SpB

M

ﾘr ﾘhr br mr hmr

ゴ  phj bi mj ﾘn, 鶴

pr  phr  -  mr  hmr

khr  gr  ngr

弊h (皐 B

khr -  or

(gg)に し め し た よ う に 、 ビル マ ロ語 と 比 較 す る と、 マ ル マ 語 は ビ ル マ 文 語 の 形 式

をよ く の こ して い る と い え る 。 代 表 例 を(100)、(101)に あ げ る 。

(loo)a.〈pr>:/pr/i〈pra3>:/pr�/「 見 せ る 」

b.〈phr>:ノphr/U<phruu> /phruノ 「白 いj

c.〈br>:-i当 な 対 応 例 未 確 認

d.〈mr>:/mr/li<mrang2>1/mr勾/「 馬 」

e、 〈hmr>1!h剛 握〈a-hmrup>:/a-hmrou?/「 泡 」

(101) a.<kr>:/kr/i〈kro2>:/kr凬m 「糸岡」

b。 〈khr>:/khr/11〈khrei>:/a-khri/「 足 」

C.<gr>:-il適 当 な 対 応 例 未 確 認

d.〈ngr>:角r/li〈ngrang2>:勾r勾/「 断 る 」

c.<hrurh2>:ノ ∫角 ノ 「負 け る 」

d.くdhaa2-hra�;/d畴eノ 「ナ イ フ」

注75対 応例 は この一例 しか確認 されて いな い。

注76対 応例 は この一 例 しか確認 されて いな い
。
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 しか し、(102)に しめすように、〈r>がノy/で対応す る例がまれにみ られる。語例 の

分布は散発的であ り、合理的説明をあたえるのはむずか しい注77。

(ユ02)a./pyaη/「 直 す 」:WrB<PI'anb>cf Cak py勾

   b./a-yard/「 以 前 」:WrB<a-rang>cf Cak 6三yaη

3.1.2.2 Cy

 ビルマ文語のCyに ついても同様にビルマ ロ語、筆者 によるマルマ語音韻表記と

の対応をしめせ ば(103)、(104)の ようになる。

    WrB

(103) SpB

M

py phy by my hmy ky khy gy

ρ phl が ml I喜1mj お セh (珍

py phy by my hmy ky khy gy

    WrB

(104) SpB

M

ly  hly  hsy

y β  β

Y f 一

代 表 例 を(105)～(107)に あ げ る 。

(105)a,<py>:/py/t[<pyo>=/pyy/「 喜 ぶ1

b.〈phy>:φhy絹 〈phyak>:ノphya?/「 壊 す 」

c。 〈by>:八)y州 くbyong2>:/by6i》 「ア オ サ ギ 」注78

d.〈my>:/myl I l〈myok>:ノ'myi?/「 猿 」

e.〈hmy>=/hmy/ll〈hmya2>:/hmy痺m 「釣 る 」

(ユ06)a.〈ky>:/ky!i〈kya3>:ノlry�/「 落 ち る 」

注77な ぜ<r>がGlで 発 音 され て いる のか に つ いて
、 BUCHANAN(1799)は っ ぎの よ うに

い う 。

 "lt is to be observed, that the pronunciation... appears exceedingly inarticulate. In

particular they hardly even pronounce the letter R;... Th� indistinct pronunciation

probably arises from the excessive quantity of betel, which they chew. No man of rank
ever speaks without his mouth being as full as possible, of a mixture of betel and nut,

tobacco, quick lime and spices. In this state he is nearly deprived of the use of his tongue

in articulation,... Hence it i s that an undistinct articulation has become fashionable, even

when the tongue is at liberty."(BUCHANAN 1799:222-223)
注78対 応 例は この一例 しか確 認 されて いない

。
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b. 〈khy>:/khy/ll〈khyo>二/khyoノ 「甘 し}」

・.<gy>・/gy/B<gy・ng>・/gy・ 》 「独 楽 」注79

(107)a.〈ly>:/y/;1〈lyak>:/ya?/「 舌氏め る 」

b.<hly>:ノ ∫/i【〈hlyaa>:/∫a/「 舌 」

C.<hsy>:-H通 当 な 対 応 例 未 確 認

 少数ではあるが、(108)に しめすように、この対応か らは逸脱する ものがある。

いずれもビルマ文語での 〈y>がマルマ語では/r/で対応 している。 しか し、なぜそう

なっているのかは不 明である注80。

(108)a./a-gro/「 角 」:WrB〈khyo>注81

b.ノkhre!「 糸 」=WrB<ap-khya�>

C./khrou?/「 縫 う 」:WrB〈khyup>

d.乃 っiη―㎞r6η/「 喉 」:WrB〈la首 一㎞y3ng2>cf. Cak�.1(ru

3.1.2.3 Cw

 ビルマ文語のCwに ついても同様にビルマロ語、筆者 によるマルマ語音韻表記と

の対応をしめせ ば(109)～(111)の ようになる。

   WrB

(109)  SpB

M

pw  phw bw cw chw

pW  pnw  bW  sw  snW

pw  phw ‐  cw chw

jw  tw thw dw

Zw  tw   thw   dw

jw tw thw

注79対 応例 は この一一例 しか確 認 され ていな い。

注8G(108)に あげ る例 か らは くkhy>が/khiゾで対 応 して い る よ うにみ える か も しれ な い
。 し

か しそ れ は あ く まで も例外 的 な もので あ り、<khy>は ノkhy/で対 応す るの が普 通 で あ

る。p例 をさ らに あ げて お く。

(i)a.〈khya3>:/khy削 「お とす 」

  b. 〈khyak>:/khya?/ 「月齊」

  c.〈khyac>:/khyoi?/「 愛 す る 」

  d.<㎞yit>:/khyai?/「 ひ っ か け る」

  e. (khyong2>ニ ノkhy5;〕ノ 「ノil」

注81原 田 ・大 野(1979)に は この語 に対 して ビル マ文語 で<khro>と い うつづ りもあが って

  いる。 マル マ語 の形 式 はそち らと対応 して いる。
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   WrB

(ヱ10) SpB

M

kw khw gw mw hmw

kW khW gW mw・ 塾mW

kw  khw -  mw  hmw

nw hnw

nui  llllW
   O

nw hnw

ηw

報w

pw

   WrB

(111) SpB

M

rw hrw lw  hlw

jw PW IW llW

rw  hrw  rw  hrw

代 表 例 を(112)～(119)に あ げ る。

(112) a、 〈pw>=/pw/ll〈pwai2>:ノ'pw�/ 「祭 」

b.〈phw>:/phwハ1<phwang3>:ノphw物1「 開 け る 」

C.<bw>:一 ㍑適 当 な 対 応 例 未 確 認

(113)a.<cw>:/cw/l〈cwan3>:/cw互ig/r放 棄 す る 」

b.<chw>:/chw/Il<chwai2>:/chw驛m 「吊 る す 」

・.VW>・ 加1110w・n2>・ 加6iBノ 「匙 」注82

(114)a.〈tw>:/twl l l〈twaa2>:ノriv�/「 這 う」

b.<thw>:1出w/ll<thwan>:/thwa勾/「 耕 す 」

C.<dw>:一 月適 当 な 対 応 例 未 確認

(115)a.〈kw>:/kw/ii<kavai>:/kw�/「 割 れ る 」

h〈khw>/khw/II〈 ㎞wei2>:/khw夋m 吠 」

c.〈gw>=/gw矧 〈gwam2>:/gw6i判/「 綿 」注83

(116)a.<mw>:lmw/((<mwat-sip>1!mwai?!「 飢 え る 」

   b.<hmw>:/hmw州 くhmwei>:/hmwi》 「か き ま ぜ る 」

(117)a.<nw>:/nw/Il<nwaa2>:/nw�/「 牛 」

   b.<]mw>:!hnw/―}〈hnwei2>:ノhnw勾/ 「剥 ぐ 」

(118)〈gw>;勾w/ll〈ngwei>:/ruwe/「 銀 」注84

(119) a.〈rw>:ノrwl l l<rwaa>:ノrwaノ 「村 」

注82対 応 例 は この一例 しか確認 されて いない。

注齢 対 応 例 は この一例 しか確認 され ていない
。

x384対 応 例 は この―例 しか確認 され ていない
。
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b.〈hrw>:月1rw/il〈hrwei3>1触wV r動 か す 」注85

 〈1>が〃 で 対 応 す る の と比 較 す る と 〈1w>、 〈hlw>の 対 応 は 特 殊 で 、 そ れ ぞ れ/rw/、

/hrw/で 対 応 す る 。

(120)a.<lw>:ノrw/il〈lway>=/rwe/「 容 易 な 」

   b,<hlw>=/hrw/1〈hlwa3>:/hrw�/「 の こ ぎ り 」

3.1.2.4 Crw

 ビルマ文語のCrwに ついても同様にビルマロ語、筆者 によるマルマ語 音韻表記

との対応をしめせば(121)の ようになる。

   WrB

(121) SpB

M

prw mrw krya khrw

py  mw  MW  頓hw

-  mrw krw 一

代 表 例 を(122)、(123)に あ げ る 。

(122)a.〈prw>:一}!適 当 な 対 応 例 未 確 認

   b.<mrw>:/mrw川 〈mrwe>:/mrw均/注86「 蛇 」注87

(123) a.〈krev>:∠krwノ}1〈krwak>:/krw;)?ノ 「鼠 」

   b.〈1SlllW>1-i適 当 な 対 応 例 未 確 認

3.1.2.5  Cyw

 ビルマ文語のCywに ついても同様 にビルマロ語、筆者によるマルマ語音韻表記

との対応をしめせば(124)の ようになる。

   WrB

(124) SpB

M

kyw  khyw  gyw

餐(W)おh(W)¢(W)

kyw khyw 一

注85対 応 例 は この一 例 しか確認 されて いな い
。 ビルマ 文語 で くhrw>を もつ 「金 」 は ビル マ

  ロ語 とおな じく贋 で対応 して いる。

(1)(hrwei>:/fwe/丁 金」

 この例 につ いて は母 音 の対応 もふ くめて例外 的な もので ある とお もわれ る。
注86た だ し この語形 は方 言 によつては/111wi勾ノ、ノn皿iη1とい う語形 に もなる ようで ある 。

注87対 応 例 は この一 例 しか確認 されて いな い
。
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代 表 例 を(125)に あ げ る 。

(125)a.<kyw>:/kyw/l〈kywan>:/kywaiη/「 奴 隷 」

b,<klryw>1/khyw/i<khywei2>;/kiryw�/ 「汗 」

C.〈gyw>:―11適 当 な 対 応 例 未 確 認

3.1。3 末 子 音

 ビル マ 文 語 の 閉 鎖 音 末 子 音 に つ い て ビル マ ロ語 、D. BERNOT(1958)(以 下DBMで

しめす)溢8、 筆 者 に よ る マ ル マ 語 音 韻 表 記 と の対 応 を し め せ ぱ(126)の よ うに な る。

WrB

SpB

(126) DBM

(発音)

M

ak   ac  at  ap  it   ip   ut   up   Dk   ok

E2   i?   a?   a?   ei?  eia  ou?  oui  aut  ai?

o?   e?   a7   a?   i2   i?    u?    u?    02   e2

ao?   〔)li   ai?   ai?   oi?   oi?   ou?   ou?   oo?   oi?

a?   oi?  ai?  ai?  oi?  oi?  ou?  ou?  03   0i?

代 表 例 を(玉27)～(130)に あ げ る 。

(127)a.<ak>:/a?/―1〈lak>:/a-la?/「 手 」

b. 〈ac>:!oi?/11〈tac>=/t;)i?1 「 J

c. <at>=/ai?/;1〈nat>:/nai?ノ 「精 霊 」

d。 〈ap>/ai?!i<ap>:/ai?ノ 「針 」

(128) a.<it>:10i?1 i〈cit>:/coi?/ 「'O・」

   b.<ip>:/oi?/11〈lip>=/loi?/ 「亀 」

(129)a.〈ut>:/0u?/}1〈cut>=!cou?/「 裂 け る 」

   b.〈up>:/ou?/11<lup>:涯ou?!「 す る 」

(130)a,〈Dk>:ゐ?/11〈ok>:!b?/「 下 」

   b.〈ok>:ゐi?11i<lok>:/loi?/「 追 い か け る 」

 <ak>で おわるもののうち 〈wak>と なるものは例外 自体 が規則 的で、 このとき

は/wっ?/で対応する。

(131)〈wak>:/wo?/― ―〈wak>:/wo?1「 豚 」

注SSこ こで は 代 表 的 音 声 表 記 の み を あ げ る
0異 音 に つ い て は2.3.2.1の(50)で しめ した。
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 ビルマ文語の鼻音末子音 につ いて ビルマ ロ語、D,BERNOT(1958)、 筆者 によるマ

ルマ語音韻表記との対応をしめせば(132)の ようになる。

WrB

sPB

(132)DBM

   (発音)

M

ang a� an am m im un u1血 Dh o�

ig    i/eノε   aI〕   a蓼    eil)  e1η   ouη   ou罰   au瑠   a1η

Dh    e�    a�    a�    i�    i�    u�    u�    o�    e�

a:)f1  0e嶽   aE�  aε】1  0i�  Oi1「l  aun  OUn  I)On  ⊂)en

aη  e aiz〕  a均   i巧   均    uη   Uη   09   つ川

代 表 例 を(133)～(136)に あ げ る 。

(133)a.<a�>1/a酬1〈hange>:乃1a乃/「 野 菜 」

b,〈a�r:/e/注89i<pra�>1/pre〆 「国 」

c.〈an>:/a涇/i〈chan>:/chain/ 「米 」

d.〈am>;/aid/「!<wamt>:/a-w灘0/ 「腹 」

(134)a.〈in>1/iη/tl<a-khyin>:ノo一 ㎞i以 注go「 時 間 」

   b.〈im>:/iη 州 〈tim>:/tiri/「 浅 い 」

(135)a.<un>1!UOI I 1〈khan>:/kliur/「 跳 ね る 」

   b.<um>11uη 州 〈lum'〉:/1朎/「 丸 い 」

(136) a.〈o宜 〉:/0瑠/1!〈ong>:/0η/ 「月券つ 」

   b,〈on〉:ノ 。量η/}1〈ch・nb>:ノch。iη ノ 「商 店 」

絶 対 語 頭 が 〈im>の 場 合 は/wi1」/で対 応 す る。

(137)#一:<im>:ノw勾/ii〈im>:/wik/「 家 」

 〈ang>で お わ る も の の うち<wang>と な る も の は 例 外 自体 が 規 則 的 で 、 こ の と き

は/wo羽 ノで 対 応 す る 注91。

注89二二例 だ け!りiVで対 応す るも のが確認 され ている
。

(i)〈a�r;!Diη1 i 1〈khya�r:!khyo均 ノ 「し ば る1

       くkhya�):舳yoiη/「 す っ ぱ い 」

注9。介音 と して 田 がな い こと に注意
。た だ しPRU(1993)な どで はバ ン グラ文字 で くy>が

かか れて いる。 これは方 言差 な のか も しれな い。 しか し、 む しろ ビルマ語 のつづ り字

の影 響で ある よ うにお もわ れ る。

注91〈ang>で お わ る もの の うち 、(138)に あ げる例外以 外 に も一例 だ けノDΨで対 応 す るも の
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(138)〈wang>:/wっ η/Il〈wang>:/woη/「 入 る 」

3.2 母 音

 ビルマ文語の開音節の母音にっいて、ビルマロ語、筆者によるマルマ語音韻表記

との対応をしめせば(139)の ようになる。

    WrB

(139) SpB

M

aaaiiiuuuei

a a  i i u u  e

a a  i i u u  i

ai っ 0

ε  o  o

e  o o/u

代 表 例 を(140)～(144)に あ げ る 。

(140) a.<a>:/a/i〈la3>;/1�/ 「月 」

b〈aa>:≫II〈laa>:乃aノ 「来 る 」

(141)a.〈i>:/i/II〈phi3>:/phi/「 つ ぶ す 」

   b.<il>:1i/注9211〈chi�r:1chi/ 「油 」

(142) a.<u>:/u/Il<u3>:ノ�/ 「拶日」

   b.〈uu>1/u/ii〈luu>1加 ノ 「人 間 」

(143) a.〈ei>:ノi/注9311〈lei>:/1i/ 「風 」

   e.〈ai>:ノe/注9411〈sai2>:/ﾘ�/「 砂 」

 が 確 認 さ れ て い る 。

(i)<ang>110p/!1〈tha-mangz>:!thg」 皿勾 ノ 「ご飯 」

注92ビ ル マ 文 語 の 〈ii>が マ ル マ 語 で は/eノで 対 応 し て い る も の が 一 例 だ け確 認 され て い る
。

 (i)〈ii>=1e!11〈dii>1/de1「 こ の」

注93ビ ル マ文語 の 〈ei>がマル マ語 で は/eノで対 応 してい る ものが 一 部 み られ る
。語例 はそ

  れ ほ どお お くな い ので、 こち らが不規則 な対応 で ある とお もわ れ る。

(i) a./khyw�! 「汗 」lWrB〈 ㎞ywei2>

  b,/1�!「 四 」;WrB〈leie>

  c―/zJwe/「 銀 」:WrB<ngwei>

  d./fwe/r金 」:WrB〈hrwei>

注94ビ ル マ 文 語 の<ai>が マ ル マ 語 で は1a1で 対 応 して い る も の が 一 例 だ け 確 認 さ れ て い る
。

 (i)<ai>:ノa/i〈naia>=ノni》 「で(具 格標識)」
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(144)<o>:b/注9511<rD2>:/r6/「 混 ぜ る 」

 ビルマ文語の 〈o>に対応するマルマ語は、第一声認 第三声調では/oノ、第二声調

で は/u/で あ る注96。

(145)a.<o>=/0/1i〈pyo>:/pyoノ 「若 い 」

b.<03>1/6/il〈po3>:/p�/「 お く る 」

c.<02>:/丘/11〈po2>:/p�/「 背 負 う 」

3.3 マルマ語に特徴的な点

 ビルマ文語と比較 した場合、特にマルマ語に顕著な点について記述する。

3。3.1 離 隔 同化

 ビ ル マ 文 語 でCVの 構 造 を も つ 語 の な か には 、 マ ル マ 語 で はCV羅 で 対 応 す る す

る も の が い くつ か あ る注97。(146)N(148)に 代表 例 を あ げ る2i98。

注95ビ ル マ文語 の くの につ いて は つぎ にしめすよ うな不 規 則 な対応 も散 見 され る。

(i)a.く ⇒:/0堀 くCの ゴCO/「 臭 う」

  b。 〈D>:i�fl(myっ2>:/'ai3y�/「 流 れ る 」

注96た だ しマル マ人 の 中心地で あるバ ン ドル バン地方 のマ ルマ語 で は、 いずれ の場 合 も/0/

  で対 応 して いる よ うで ある。
注97同 様 の対応 例 は

、一 例 のみで あるが、藪(1981)に よ る ビル マ語 タ ウン ヨウ方言 に もみ

  られ る。

(i)藪(igs r:173)/mlun/「 蛇 」:WrB(nuwei>、OB n¢ruy(本 稿 にお けるOB形 式 はLucE(1981)

 によ る)

  ビ ル マ 語 ア ラ カ ン 方 言 に つ い て 詳 細 な 報 告 を し たOKELL(1995)に よ る と 、 ア ラ

カ ン方 言 にお い て も同様 の対 応 が 規則 的 にお こな わ れ て い る こ とが わか る(OKELL

1995:10-11)0

注98代 表 例 以外 に もつぎ のよ うな語例 が確認 され てい る。

 (i)a,1g.mw功/「 母 」lW招 〈a-mei>(ただしこの例は声調の対応が不規期

b.ノ09』 型lwfoノ 「娘 」:WrB〈sa-n�2>

c.11揮wfg/「 孫 」:WrB〈nvei2>

d.加w勾1「 産 む ・産 ま れ る 」:WrB<mwei2>

e.ノmw功!「 忘 れ る」=WrB〈meia>

(ii)a.伽lwiη ノ 「か き ま ぜ る」:WrB<hmwe�>

  b、 π1mwf》 「香 り」:WrB〈hmwei2>

  c./hmw}4「 グ ル グ ル ま わ す 」:WrB〈hmwei3>

(111)a.ノpiη ノ 「居 る 」:WrB〈nei>

  b./n均 ・ra-ei!「 夏 」:WrB<nwei-raa-sii>
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(146)a.hm-wiiJ/r土 」:WrB〈mrel>、 ・:フilly

b./mrwi募 ノ注99「 蛇 」:WrB<mrwei>、 OB〃 τπり,

c./mwfV「 火 」:WrB〈mii2>、 OB 17め♪

(147)a./nid/「 太 陽 」:WrB〈nei>、 OB 7吻

b./n涇/「 暖 か い 」:WrB<皿wei2>、 OBの 対 応 例 未 確 認

c./nid/「 赤 」:WrB〈ni>、 OB ni

(148)/胸/「 弟 」 WrB〈�i>、 OB i'iiy, rii

 CV→CVgと なる条 件について(146)～(148)か ら観察 される ことをまとめれ ば

(149)の よ う に な る 。

(149)a.初 頭 子 音 は 鼻 音 で あ る 。

b.母 音 は 、 ビ ル マ 文 語 で対 応 す る も の が 〈ei>注100また は 〈i>・<ii>で あ り・

 マ ル マ 語 で は/i可/として実 現 す る注101。

c,ノm/に/i/が 後 続 す る 場 合 、/w/が 挿 入 さ れ る(146c)。

d./nノ に/i/が 後 続 す る 場 合 、 〈w>が 脱 落 す る(147b)注102。

3.3.2 介 音 挿 入

 D.GERNOT(1958:286)に も 指 摘 さ れ て い る よ う に 、ノr/や/0ノに/i/が 後 続 す る 場

合 、/wノ が あ らわ れ る例 が あ る 。 現 在 確 認 され て い る の は(150)に あ げ る三 例 のみ で

あ る 。

  c.ノnXg-d6i》 「毎 日」:WrB<neia tong2>

(1V)AmfV「 剥 ぐ」:WrB〈hnwei2>

(v)/胸!「 平 た い」:WrB<�i一�a>

注99た だ し脚 注86で もふれ たよ うに
、 この語 は方言 によ ってはノmwiB1、/m埆!と もな るよ

  うで ある。
注1。O LUCE(1981)の 資料 によ ると

、 ビル マ文語 の くe三〉は古 代 ビルマ語 で はZyで 対 応す る こ

とがお お い。 よ りふ るい時代 を基 準 にか んがえ る と、マル マ語 の離隔 同化 は鼻子音 と

母音iが 連 続す る 場合にお きる と解釈 でき るもの とお もわ れる 。

注ユ。1一部 の借 用 語の例 を のぞ き、マル マ語 で はmiやniと い った語形 は観察 されない こ と

  か ら、 この 変化 は規 則的 な変化で ある とお もわれ る。
注102い ず れ の鼻 音 に後 続す る場合で も くW>は 脱落 し

、鼻 音が/nVの 場 合に のみ あ とか ら/Wノ

  が挿 入 され る とか んが える こ ともで き る0そ のほ うが規則 に統 一性が とれて はい る。

  しか し 〈mw>〉*m>/mwノ といった変化 があ った ことを しめ すた しかな 証拠 はな い。
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(150)a.h-wi/「 数 え る 」:WrB〈rei>

b.ノrw�/「 書 く 」:WrB〈rei'>

c./na.8w�/購 」:WrB〈hnut-sii2>

しか し そ う は な らな い 例 も あ る。(151)に 語 例 をあ げ る 。

(151)/ri/「 水 」:WrB<rei>

 「水」は複合語では/re/であらわれるので、(150)の 例 とはことなる変化をしている

可能性がある。

(152)a.ノla-re/「 精 液 」<乃f/「 男 性 器 」+/re/「 水 」(た だ し複 合 語 で の み)

b.ノh6η 一re/「 ス ー プ 」<Zh勾 ノ 「野 菜 」+/re/「 水 」(た だ し複 合 語 で の み)

c./mya?.re/「 涙 」</mya?/「 目」+ノre/「 水 」(た だ し 複 合 語 で の み)

4 おわ りに

 以上、本稿ではマルマ語の音声について現段階で観察 される特徴を記述 し、分析

をほどこした。その結果、マルマ語は母音や末子音についてはおおきな変化をとげ

たものの、頭子音 につ いてはビルマ語のよりふ るい形式をよくのこしていることが

あき らかとなった。

 マルマ語の音声学 ・音韻論についてはD.BERNOT(1958)に 報告が あるものの、

かな らず しも網羅 的に語彙が提示されて いるわけで はな く、特 に二重母音 にっ

いては筆者 の観察 と ことな るところがす くなくなか った。 これ らのちが いは

D.BERNDT(1958)が 記述 したバン ドルバン地方のマルマ語 と、筆者が記述 したラー

ジョス トリ地方のマルマ語のちがいによる可能性が ある。D. BERNOT(1�5S)が 明

確には指摘しなかった点としては、離隔同化があげられる。

 今後 もさらに資料 の収集、分析 をつづけ、将来の比較言語 学的研 究につなげ

たい。
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記号 ・略号 一覧

1

/.../

t...>

FUT

PL

PCL

C

V

N

Bangla

DBM

Eng.

os

Pali

SpB

WrB

話 し手 の 人 称

音 節 境 界:/CV.CV/な ど注103

マ ル マ 語 音 素 表 記 と して は 形 態 素 境 界:ノCV・CVノ な ど

ビル マ 文 語 表 記 と して は 文 字 境 界:〈CV―CV>な ど

接 辞 境 界:/CV=CV/な ど

マ ル マ 語 音 素 表 記

ビル マ 文 語 表 記

未 来

複 数

小 辞

子 音

母 音

鼻 音

バ ン グ ラ語(Bangla)

D.BERNOT(1958)に よ る マル マ 語

イ ン グ ラ ン ド語(English)

古 代 ビル マ 語(Old Bunnese)

パ ー リ語(Pali)

ビル マ ロ語(Spoken Bunnese)

ビル マ 文 語(Written Burnlese)

注1。3現段階 で形 態素 分析 できな い場 合 は、 さ しあた り音 節境界 を しめ した0
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附録1

 本稿 におけるビルマ文字とビルマ文語(WrB)、 ビルマ語 口語(SpB)と の対応 を図

示すれば、概略以下の とお りである。声調は語の右肩 に対応す る数字を付す ことで

あ らわす。2は 高平調、3は 下降調をしめす。低平調は特 に表記 しない。

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

ビルマ文字

WrB

SpB代 表音

Ω◎    a     O    む◎    C

〈k>   〈kh>   〈g>  <gh>  〈ng>

【k]   [kli]   [9]   [9]   [1〕]

o  aD  ◎  (冊  酋

くc>   <ch>   <j>   〈jh>   <h>

[S] [sh] 【Z] [Z] 囹

蔑  £  『  ひ  α躊

く⇒    〈th>   <4>   <(lh>   〈耳〉

[t]   [tl,]   [d]   [d】   [n]

◎◎  ◎◎  3  G  9

<t>   〈th>   <d>  〈dh>  <n>

[t]   [th]   【d】   [d]   [11]

o     (g     e    oつ    o

<p> 〈ph> <b> <bh> <m>

[P]  [ph]  Ib]  [b]  [m]

co  曾  ◎o  o

〈y> 〈r> 〈】〉 〈w>

劔 [」〕/〔f] [1] 正w]

oo  co  9

〈s> <h>  ①  〈血〉

[浜】 {h]  田  ["]

鉛 露 鐘 ・働 峰

くa>    <i>    <U>   <ei>   〈0>

[?a] 〔?i] [?u][?e] [?o]

舘 。 馨  碗  酷 聯 。

〈aa> 〈ii> 〈uu>〈ai> 〈つ〉

[?a】 [?i] [?u] [?ε】 [?o]
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附録2

 附録 として、東京外国語大学アジア ・アフリカ言語文化研究所編(1966)の 調査項

目の うち0001か ら1000ま でについて、筆者の収集 したマルマ語形式 をしめす。

000i

000z

0003

111

000s

1!1.

0007

111:

1!/'

0010

0011

ooit

0013

0014

0015

0016a

0016b

0017

1/

0019

0020

0021

ooaa

0023

0024

頭

髪

額

眉

目

涙

耳

鼻

口

唇

舌

唾

歯

顎

頬

口髭

顎髭

顔

首

喉

肩

背中

腰

尻

胸

9-96η

cha勾 ―baη

na_ph仼a

mya?-r。i?

mya2-ci

mya?-re注104

n�

na」d16η

paj�

ng」(hw6均

fa

t6io.ρhi

8w�

O?」nw均

p�

ma_chw�

bg―ra功

mya?-hna

lDi肩一ph60

10i』―㎞r6羽

pa?-k的

no?-k動

kh�

ky=)?_.chai?

rar〕_phai?

0025

0026

002

11

0029

0030

0031

0032

0033

0034

0035

0036

0037

0038

0034

0040

0041

0042

0043

�II

0045

OO46

0047

0048

乳房

腹

月齊

腕

肘

手

指

爪

足

膝

肝臓

心臓

腸

肌

汗

垢

膿

毛

脂肪

血

骨

肉

体

病気

n�

9-w盗 如

khya2

a-la2

t6勾_do可

a-la2

la?―hpyU

lai一ﾘ�

a-lchri

d丘_ch〔)i?

a-8�

9-hng-1癒9

u

a-ri

khyw�

a-h瑠 勾

pre

9-mw1η

a-chi

8w�

a-r�

a一ﾘ�

khaiη ―tha

khai羽 一tha

mg-k6君 注105

注104mya? -h(「 目」mya?+「 水」ri)と い う語 形 が 予 想 され るが 、 mya?-riと い え ば 「ま ぶ た 」

  (「 則mya?+「 肌 」a-ri)の こ と を さす 。
注105「 体 」+「 よ くな い 」

。

注エUG「 痛 み 」
a
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0049傷

0050薬

005]米

0052粉

0053塩

0054油

0055酒

0056 タ バ コ

OO57味

0058 に お い

0059食 べ 物

0060  (食用 の)肉

0061卵

0062鶏

0063鳥

0064翼

0065羽 毛

0066巣

0067嚇

0068角

0069牛

0070ナ イ フ

OG71刀

0072刃

0073棒

0074弓

0075矢

0076槍

0077糸

0078針

9-na注106   0079 衣 服

ch�  0080紙

chaira  OO81 物

mai-da注107  0082  蛇

ch�

chi

a-ra?

ch∂ 」oi?

a-har�

9-n話 勾

a-ca

h勾 一ﾘ�

�

kra3

hηa?

9-too

a‐mw礼J

hpa?-t的

船 一〇wf

a-gro

nw�

d�-桓

a-CO月

dou2

hl�

hl駛�

h】a均

klire

ai?

0083虫

0084蝿

0085蚊

0086蚤

0087風

0088蟻

0089魚 、

0090貝

0091動 物

0092猟

0093網

0094犬

0095綱

0096紐

0097羊

0098馬

0099豚

伍00尻 尾

0101 動 物 の 毛

0102毛 皮

0103袋

0104鍋

ocos i釜

0106甕

0107壷

OlO8屋 根

a-wai?

ca?」 ζ町

wain

ln㎜i瑠 注108

p�

ya瑠

khra可

8疂ﾟ

prっ?-ci

項

g肉

ﾘai?_do_wa

p四 」陶

kwaiiJ

khw�

kr�

kr�

e勾_phw瘁¥choi?注109

mr勾

wっ?

mg―ddη

o-mw至 り

ch瘁va

kO_エai?_ya注110

du葛 「ga―la

勛麑ha3

wiη 一㎞o萄

注工07Bangla m:}ida

注1。8方 言 に よ っ て はノmwiB/ 、/nuid/と い う語 形 もあ るO

注109「 船 」+「 山 羊J 。

注110Bangla korai
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0109壁

01ユ0窓

01ユ1扉

0112家

0113車

0114船

0115井 戸

Ol16仕 事

0117お 金

01ユ8木

0119幹

0120枝

0121草

0122茎

0123根

0124葉

0125花

0126実

0127種

0128樹 皮

0129田

0130林

0131森

0132道

0133穴

0134橋

0135川

0136山

0137野

0138平 野

tho.raip O139池

1a?_tg_bo?    0140   湖

1益iiJ-khg。w首0141海

w均

kti注111

101J注112

ro-dw59

0―lou?

owe

o-pap

9一㎞a?

mra?

e-mroi?

pha?-rw=)?

P五iq

o-ef

e-cl

G。i?-khwaiη

Ie

t6

ltiiD

9-PD?

tai夏}-kh盃

khy511

tOIJ

9-P「ao

e一月i瑠一bral

注'ii Eing
, car

注112Ba・gla
, b煮c<Eng。1aunch?

注113「 雨 」+「 影 」
。

注 ユ14 「氷 」+「 野 」
。

0142島

0143水

0144氷

0145石

0146土

0147砂

0148埃

0149煙

0ユ50灰

0151火

0152風

0153雲

0154霧

0155雨

0156雪

0157空

0158虹

0159太 陽

0160  月(天 体)

016ユ 影

0162星

0163日

0164毎 日

0165週

0166 月(暦)

0167年

一278

ka均

99-daiり

mrりi?

kyw巨 匂

㎡

ro-kh6

kyo?

mrwill

e6

P9-ro―Phou?

mo」(h丘

pra

mWll

li

m哲_roi?注113

hl1勾

mU

・・-kh6-bral注114

951」chalj

a-ga

Oo_d乏1}_ri_6つ?

nil

1首

9―roi?

kre

ra?

nilJ―d5iη

ha?-ta?

11i

hnoi?



0ユ68 朝

0169 昼 間

0ユ70

0171

0172

0173

0174

0175

0176

0177

夕方

夜

昨 日

明日

今 日

今

いつ

イ可β寺(に)

0178 時 間

0179

0180

0181

0182

0183

0184

0185

0186

0187

0188

0189

0190

四

五

六

七

八

九

十

二十

百

1}芭一9首        0玉91

mw益 均一j5ij   O】92

m5ig-j69    0193

ch5il―cba_bg_la O194

》

lle

りy首 一9益

hna?―phraiη

dg-ni

s-gti

j∈〕-kha注115

h皿ya

0195

0196

0197

0198

0199

0200

na―ri=ma注1160201a

na_r1

9-kh孟 η

ねi?

hnoi?

e的

16

項

kh玲?

khg』oi?

∫oi?

k貢

ね 一che

hnoi?-che

to-ra注117

0201b

O202

0203

0204

0205

0206

0207

0208

0209

0210

0211

いくら

いくつ

半分

全部

若干

数

年齢

回

夫

妻

結婚

結婚式

父

母

祖父

祖母

息子

娘

子供

動物の仔

孫

兄

0212 姉

ja hb?注118

hmya kll溢 注119

tg―b6ill

9―kUlj

l5ig.ηe」chti

99』al勾

9-Oa?

te-kho?

to-brai弓

la憩

mo―y益

D-mrA

9-mra―bwe

9-ph首

e'mWlg

9-phti-Oe

9-bOX}-Oe

θ直

Oo-mwkj

9-∫e

9―∫e

mrwfll

9.ko.ee注120

m・U-Oe注121

9―me.ee注122

tSll5例ko
-b明ja・kha la ca l6?「 あ な た は い っ 来 ま した か 」

注116例:ko
.bag hmya nai・i=ma la ca 16?「 あ な た は 何 時 に 来 ま した か 」

tw 117 taは 「一 」
。 raが 「百 」 を あ らわ す 。

注118例:de -eu ja hlD? 16?「 これ は い く らで す か 」

注119例:ko -ba勾=b勾 一nia bw邑 hmya khti hin re 16?「 あ な た の と こ ろ に は 本 が 何 冊 あ りま す

  か」

注120弟 か らみ た 兄
。

注ユ21妹 か ら み た 兄
。

注122弟 か ら み た 姉 。
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0213 弟

0214 妹

02玉5

0216

0217

02is

0219

0aao

ozai

O222

0223

0224

0a2s

O226

0227a

O227b

0228a

O228b

O228c

O228d

O229

兄弟

姉妹

家族

友達

喧嘩

力

唖

聾

盲

男

女

人間

私

私(謙 譲形)

あなた(男)

あなた(女)

あなた(男)

あなた(女)

彼

〔)至?_1皿繹�8e注123  0230

胸 一∫e注124 0231・

lno勾 一∫e注125   0231b

na―hm艾麈e注126  0232a

gyo―m繹� ∫e注127 0232b

ηi騒一ko

窮yつ1零}―ma

w勾 一thOP

kha騒 ―b5勾

moi?_chwi

raiη

�

pa_bw�

ng-b勾

9-kゑ 均

yD?-ky益

ma,n�

lu

ga

a-kywa均

kywa勾 一do

mail

naη

k・」)aη注128

0233

0234

0235

0236

0237

0238

0239

020

0241

0242

0243

,II

O245

0246

0247

0248

0249

0250

k・_bai-m益 注1290251a

y的 一θu

彼女

私達

私達(謙 譲形)

あなた達(男)

あなた達(女)

彼 ら

彼女 ら

自分

他 の

誰

名

名前

字

声

音

言葉

心

神

祭

村

町

これ

それ

あれ

yaη 學nlo」11a

乃9冨r6

kywa勾=r6

ko.bag=r6

ko_bai〕 ―m�=r�

y勾 一〇u=vro

y60-ma」n繝jr6

ko-do功

a-khr�

9-Oul髓�130

nak sne

naη 」me

a?lchara

o一θa勾

9-Oaig

ca_g�

a-hmou?

coi?

phgJ五

pw�

rwa

mr�

de

the

y勾 注131

注]23妹 か らみ た 姉
。

注124兄 か らみ た 弟
。

注125姉 か らみ た 弟
。

瀛12G兄 か らみ た 妹 。

注127姉 か らみ た 妹 。

13128敬 称
。

枷29敬 称
。

注13。例;ko -baηg・Ou 16?「 あ な た は 誰 で す か 」

ii]31み え な い も の に対 し てつ か う
。
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0251b

oasa

O253

0254

0ass

O256

0257

0258

0259a

O259b

O260

0261

あれ

どれ

なに

なぜ

これ ら

どのように

ここ

そ こ

あそこ

あそこ

どこ

こち ら

0262 そ ち ら

0261a あ ち ら

0261b あ ち ら

thti注132

ja一 θU注133

ja注134

ja-ph6注135

de一ﾘu=r�

ja-Pつ1η

0264  どちら

0265 場所

0266

0267

0268

pya期=r6注 コ36 0269

da=ma

tha=ma

y疂」=ina注137

th�=ma注138

ja=ma注 ユ39

de-bra?=ma

de-pha3=ma

de-phrai=ma

the-bra?=ma

the-pha2=ma

the-phra3=ma

0270

.0271

0272

0273

0274

0275

0276

0277

0278

0279a

O279b

y勾 一bra?=ma注14(b280

y鋤 一pha?=ma O281

胸 一phra?=ma O282

th勛鹵ra?=mailx10283

th勛麪ha?=ma O284

th勛麪hra?=ma O285

左

右

前

後

内

外

間

上

下

見る

見せる

聞く

嗅ぐ

呼吸する(は く)

呼吸する(す う)

言 う

呼ぶ

叫ぶ

歌 う

踊る

話す

j9コd6注 ユ42

a-ra

ne.ユ 「a

be

葛ya

hri

no?

a-th�

P「aη

2-le

a-tha?

o?

mrazJ

pr首

kr�

naia

a一ﾘa?klry�

a-Oa?糊

pry

khつ

h5

馗ho

k�

P「o

注B2み え る も の に対 して つ か う。

注133例:ko ,baq ja・Ou yu ph616?「 あな た は ど れ を と り ま す か 」

注134例:de 一ﾘu ja]�?「 こ れ}まな にで す か 」

注135例:ko
-b閃ja―ph�a ca l�?「 あ な た は なぜ 来 た の で す か 」

73G例l ko
.baB ja・po加pyaη=r6重a ca I6?「 あ な た は ど の よ う に して 来 た の で す か」

�3137み え な い と ころ に 対 して つ か う
。

注138み え る と こ ろ に対 し て つ か う
。

注139例:ko -bail ja=ma nid l�?「 あな た は ど こ にす んで い る の で す か 」

注ia。み え な い と こ ろ に 対 して つ か う
。

注141み え る と こ ろ に対 し て つ か う
。

注142例lko .baηjg顎d616 re l6?「 あな た は ど ち ら に行 つ て い ま す か 」
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0286

0287

0288

0289

0290

0291

0292

0293

0294

0295

0296

0297

0298

0299

03QO

0301

0302

0303

0304

030s

0306

0307

0308

0309

0310

031ユ

0312

知らせる

吸う

吐く

唾を吐く

噛む

笑う

泣く

喜ぶ

恐れる

悲しむ

怒る

驚く

打っ

射る

殴る

治す

直す

投げる

突く

刺す

砕く

壊れる

押す

引っ張る

持つ

掴む

触る

ﾘiji

9-ea?ηaη

a勾

t吾i身一ch兊oi?

koi?

re

ηo

pyつ

kro?

coi?na注143

maia」pa注144

m5

bou?

boi?

bou?

ch勛r髓�145

PYa1J

bai?

th�

a.cwe th丘 注146

coi3

pya?

t�

騒aη

 注147

kD勾

khoi?

0313

0314

03ユ5

0316

03ユ7

0318

0319

0320

0321

0322

0323

0324

0325

0326

Q327

0328

0329

0330

0331

0332

4333

0334

0335

033b

0337

0338

0339

擦る

掻く

脹れる

歩く

踏む

跳ねる

走る

蹴る

立つ

座る

這う

寝る

眠る

目覚める

起きる

食べる

飲む

酔う

飢える

喉が渇く

好む

嫌う

腐る

割る

飛ぶ

泳ぐ

浮かぶ

pwai?

PhrD?

ra瑠

1�

蜘

khug

br�

kyo?

rai?

thっ如

tw�

16ni珊 注148

0i?

n�

th�

c�

Oa?

yDi?

mwai?

krDi?

m的

pout

khw�

PYal1J

ri k咊�149

P6

注143 「心 」+「 痛 む 」
。

注144 「怒 り」+「 来 る」
O

ii 145 r薬 」+「 見 る 」
。

注146「 牙 」+啖 く」。

削47存 在 動 詞 を つ か う。

  例:埆=ma t6功 司自h功re.「 わ た し に は お 金 が あ る」
注14R「 横 に な る 」+「 居 る」

注ユ49「 水 」+「 渡 る」。
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0340

0341

0342

0343

0344

0345

0346

0347

0348

034ﾟ

0350

0351

0352

0353

0354

0355

0356

0357

0358

0359

0360

036ユ

0362

0363

0364

0365

0366

0367

1.:

0369

0370

沈む

裂く

裂ける

剥く

潰す

焼く

煮る

追う

逃げる

殺す

結ぶ

ほどく

放す

縫う

洗う

拭く

着る

脱ぐ

書く

読む

教える

切る

作る

開ける

閉める

住む

働く

疲れる

休む

買う

売る

fisa 「雨 」+「 落 ち る 」
。

注151 「得 るJ
。

注!52「 大 き くな る 」。

nDi?

chou2

cou3

hn靖3

phi

kyo

proug

bi?

b!ゴ

Bai?

khyつ 均

phri

hrwai?

khrou?

CYIﾌ

pwa�2

wai�

khywai2

rw�

pliai?

Oa聖

koi?

lo'a?

phw勾

poi?

η勾

lou?

導y6

n直

we

婚君

0371 得 る

0372 盗 む

C373 貸 す

0374 借 り る

0375 熟 す る

0376 折 る

0377 振 る

0378 取 る

0379 掘 る

0380 流 れ る

0381 登 る

0382 降 りる

03$3 上 が る

0384 落 ち る

0385 燃 え る

0386 吹 く

0387 雨 が 降 る

0388

/

0390

0391

0392

0393

0394

0395

司0396

0397

0398

0399

濡れる

乾 く

隠す

探す

見つける

数える

産む

生まれる

育つ

死ぬ

生きる

遊iぶ
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r�

kh丘

kh�

kh�

hm�

khy�

hlou2

yu

t丘

my�

tat

ﾘa?

ta?

ky�

bB

limou?

m丘ky首 注150

rwa

cwai3

ﾘwi

hlwo?

hra

r益注15ユ

rwi

mWIB

mW川

krf注152

8i

hra葛

kaj�



0400

0401

0402

0403

0404

0405

0406

0407

0408

0409

0410

0411

0412

0413

0414

0415

0416

0417

0418

0419

0420

0421

0422

0423

助ける

待つ

会う

戦う

勝つ

負ける

考える

忘れる

置く

乗る

出る

入る

来る

行 く

集める

混ぜる

動 く

合う

与える

する

思 う

知る

欲する

できる

0424  ある

0425 居 る

a-kup峵�153

C5η

twi

CDi?ch・i瑠 注154

Dな

∫的

c6i羽 百

mw功

th�

ta?注155

thwo?

WOη

la

1�

c�

r3

rwi

ta加

p�

lou?

pyag

CD1四a

θi

t勾

noiq/hnoiη 注 ユ56

h功 注157

n均

0426 な い

0427

0428

0429

0430

0431

0432

Oﾘ33

0434

0435

0436

0437

0438

0439

0440

0441

0442

0443

,III

0445

0446

0447

0448

0449

04so

0451

0452

大きい

小さい

高い

低 い

太つた

痩せた

厚い

薄い

重い

軽い

強い

弱い

痛い

堅い

柔 らかい

甘い

塩辛い

辛い

苦い

速い

遅い

丸い

鋭い

鈍い

滑 らか

まっすぐ

1ng捕 η注158

kr�

fe

mr碗

n鞠

eaig

khro?

ﾘaiﾘ

P�

1�

Pう

6=∫aη

gy6

na

ky直iη

η6

khyo

ηaiη

cai2

kh�

pr勾

f

1的

hr�

t的

khy5

pr5勾

注153「 助 けJ+「 与 え る 」
。

注154「 戦 争 」+「 競 争 す る 」。

注155原 義 は 「上 が る 」。

7#156例:pa ma」e』 旧ba
―ea n3iη 把.「 わ た しは マ ル マ 語 が で き る 」

   ria mara.皿a ba.Oa PI5 hn9功re.「 わ た しは マ ル マ 語 が 話 せ る 」
注ヱ57例:埴=ma t誕iη』6 h加ca g -chi ko ―bargo pf ph6.「 わ た し に あ る だ け の お 金 を あ な た

  に あ げ よ う」

注158例:頑=mat飯 η刃 直塒g・h鞠 .「 わ た し に はお 金 が な い 」
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0453

0454

0455

0456

0457

0458

045ﾟ

0460

0461

0462

0463

0464

0465

0466

0467

0468

0469

◎470

0471

0472

0473

0474

0475

047b

きれい

汚い

長 い

短 い

遠 い

近 い

広 い

狭い

熱い

寒い

暖かい

冷たい

若い

老いた

新 しい

古い

常に

満ちた

多い

少ない

皆

明るい

暗い

光

rw�

gyつi?

hre

to

W1

P吾

phr益iη

hr向

pu

k1ユy6幻

n勾

mr�

pyo

0

00i?

h69

?・a?_paai?

pr�

my�

n�

o-k明

1細

toi?

o-1勾

0477

0478

0479

0480

0481

0482

0483

0484

0485

0486

0487

0488

0489

0490

049五

白い

黒 い

赤 い

青い

緑

黄色

色

美 しい

良い

悪い

正 しい

同 じ

違った

再び

もし

0492   6まLa

0493 い い え

0494 こん に ち は

0495 さ よ う な ら

phru

m�

n】聖

     注 ユ59mu―9「u「0募

gyo

a-wa

a-「3η

hl�

k6弓

ch�

h蹴a如

a-tudu

a-khr�

praia=b:)

a-krar...

 t=)g癇�160

hw�!a注161

0i注162

me-hou?pa注163

e上ai?注164

h�h�

 bay首 注165

a-ra pram

b。twさme注 工66

注154「 雨 」+「(虎 が)吠 え る 」(「 雷j)+「 色 」。

注160例:o・kr賜 項=ma tゑ勾 刃直h功t⊃g氏ga gaゴwe ph6 .「 も し も わ た し に お 金 が あ れ ば 車

  を 買 うの に 」

注161例:ko」baηky勾 』まba 15 .「 あ な た は 学 生 で す か 」

   hl畧wa, g-kywaiB ky勾.oa ba。 「は い 、 わ た しは 学 生 で す 」(丁 寧)
注162例:oi

,胆ky釦 』6.「 は い 、 わ た し は 学 生 で す 」(ぞ んざい)
注163例;nia -hou?pa , a・kywa功ky6B.06 mg-hou?.「 い い え 、 わ た し は 学 生 で は あ りま せ ん 」

  (丁 寧)
�164例:e上ai?

,聖a ky勾 一e言mg-hou?.「 い い え 、 わ た し は学 生 で は あ り ませ ん 」(ぞ んざい)

注!65「 ご き げ ん い か が で す か 」
。

注!66「 ま た あ い ま し ょ う」
。
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0496

0497

0498

0499

0500

0sos

Q5Q2

0503

0504

0505

0506

0507

0508

0509

0510

0511

0sig

O513

0514

0515

0516

0517

0ses

O519

0sto

os21

0saa

で

および

一緒に

である

でない

脳

手のひら

拳

筋肉

肺

腎臓

胃

大便

小便

陰茎

陰部

裸

くしゃみ

咳

欠伸

命

毒

飯

パン

芋

穀物

小麦粉

rna

n�=b;)注167

a-tu

_注168

― 注169

丘」1nD?

la?-W直

lat一ﾘ�

krwっ?-A�

a-chou?

ki_dg―ni注170

w盃 均 一kh勾

khf

Of

l�

ca_a

]勾.gf

a-khi

㎞ 吻 一ch丘注171

wa―9謝q

a一ﾘa?

a-choi?

thg―m6勾

ru_ti注172

mm?-Of

moi―da注173

0523

0524

0525

0526

0527

0ses

O529

0530

0531

0532

0533

0534

0535

0536

0537

0538

0539

0540

0541

0542

0543

0544

0545

0546

0547

1':

0549

砂糖

菓子

飲み物

茶

湯

牛乳

野菜

豆

麦

稲

食事

兎

鼠

牙

猫

烏

鳩

猿

獣

雄

雌

犠牲
馳罠

籠

箱

蓋

マツチ

8a_gr�

a-khyo

a-9a2

1a_ph�2

ra_bu

n�

h勾

p妤�8�

 注174go碧

ca_b�

thai?

yuη

krwo?

a-cwe

krDg

kya_a

kho

myつ?

Bai?_do_wa

a-bo

9-m首

e6」dla功

khou?

t勾

0つi?ユa勾

9-ph的

mg』aη

注]G7例:葛a n益=もo ko
-baη.「 わ た し と あな た 」

注1G8例:可aky6彫e直 .「 わ た しは 学 生 で す 」(繋 辞 は もちい な い)

注169例:Ba ky勾 £5 mo -hou? .「 わ た し は学 生 で は あ り ま せ ん 」

注170Eng
, kidney

注171「 喉 」+「 悪 い」
。

注172Banglaroti

注173Bangla m�a

注"aBangla gym
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osso

O551

0552

0553

0554

0555

0556

0557

0558

0559

0560

0561

0562

0563

0564

0555

0S66

0567

1.:

0569

0570

0571

0572

0573

0574

板

ガラス

瓶

皿

茶碗

匙

料理

鋏

裁縫

櫛

鏡

化粧

道具

帽子

傘

首飾り

腕輪

輪

帯

ズボン

靴

床

机

椅子

部屋

a-hrw�     0575

hma均     0576

p∈》」60        0577

王00_b疂i〕      0578

khWD?

jw盃ig      O579

a-khya2       0580

kai?」(yDi?    0581

a-krou?       0582

ru-phr�       0583

hmaiη     0584

g-hmwfη 』a勾 ―θaO585

cat

t。?.kya

mう

th�

h垂

Ia?-kっ?

ca?一 θf

khg-ba鞠

PD勾 一phi

phg』疂?

kr疂ia

khug

ka―dg_la注175

 注176「u騒

0586

0ss?

osas

O589

0590

0591

0592

0593

0594

0595

0596

0597

0598

0599

柱

便所

掃除

門

墓

葬式

金

銀

銅

鉄

機械

自動車

武器

太鼓

鈴

笛

旗

味方

敵

戦争

火事

罰

税

値段

本

tつ川

yD君

a-hl�

chan-thw。?一

  chan-WD功

8疂―khy6i{1

0勾 一gro-pw�

fwe

ηwe

ta」na注17フ

ea如

ca?

k癇�178

eo』ai?

d如

9〔)η_da注179

pri

o-la均

moi?_chwi

raiI】―eu注 玉80

coi?

mw勾 」つP注181

da勾

pha勾 一da

a-ph�

bw髓�182

注175バ ング ラ語ked綢一痰ｩ らの借用 とお もわれる
。 しか し母 音 の対 応か らす る と、 ボル ト

  ガ ル 語 のCC7CZCL7[7(SOARES 1936:62)か らき て い る の か も し れ な い 。
注176Eng

. ro◎m

"'Bangla tama

注ns Eng
. car

注]79Bangla ghg窮ha?

注ユ8。 「喧 嘩 」+「 人 」
。

注捌 「火 」+「 燃 え る」。

18'Bangla boi
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1.!!

0601

0602

0603

0604

0605

1.!.

0607

1./:

1.!・

0610

06�1

0612

0613

0614

0615

0616

0617

1.

0619

0620

0621

0622

0623

0624

0625

0626

0627

新聞

絵

手紙

話

歌

踊り

旅

休み

耕作

鍬

鋤

臼

泉

谷

岸

波

泡

雷

稲光

空気

天気

雨季

乾季

春

夏

秋

冬

一月注186

eg_d直 勾一ja

a-rou?

k査勾一ja

wai3_th�

�

a-k�

a-le

a-n�

9-thwaiη

pha!a_wa

ai?∠k6均

chuη

h一θw6B― θw。η

kyo?」(r�

k盃ig』�

玲 ―16i尊注183

a-hmrou3

m勛麋r咊�184

fai?

li

li.m咊�185

m勛靡a_8i

niij-ra_ﾘi

ch6η 一ra―ei

ta功 」(h両

/.

0629

0630

4631

0632

0633

0634

0635

0636

0637

0638

0639

0640

0641

0642

0643

0644

0645

0646

0647

0648

0649

0650

0651

0652

0653

0654

0655

注183「 水J+「 う ね り」。

注184「 雨 」+「(虎 が)吠 え る」。

注185 「風 」+「 雨 」。

注186マ ル マ 暦 の ― 月 は 太 陽 暦 の 四 月 ご ろか ら は じ ま る 。

X187 Eng
. n佖ute

注188Bng . second

一288一

二月

三月

四月

五月

六月

七月

八月

九月

十月

十一月

十二月

月曜 日

火曜 日

水曜 日

木曜 日

金曜 日

土曜 日

日曜 日

日

時

分

秒

午前

午後

おととい

あさって

先月

来月

kg_chum

naia―yup

wa_cho

wa」(hつ η

t6.eg」 勾

wa_gywa�?

taig―chつ 弓―bOU?

nai?―to

pra_60

ta_bou?_th�

te―b6B

tg」 勾 」a

aη―ga

ba_d�

kra_8綫ba_d�

θo?」(ra

co』 勾

tg」 勾 』9.niη

ra?

9一㎞ 勾

mg殉 注187

se」(晦 注188

thu-tasa?-nid

eaiη一pha?一 蜘

thu-1�

lamel�



0656

0657

1・

0659

1..1

0661

0662

0663

0664

0665

0666

0667

..:

0669

0670

0671

0672

0673

0674

0675

0676

06??

1.

0679

1.:1

1・:

Q682

今年

去年

来年

昔

いつか

以前

以後

はじめ

おわり

次

零

十一

十二

十三

十四

十五

十六

十七

十八

十九

三十

四十

五十

六十

七十

八十

九十

de-hnoi?

thu-hnっi?

la me hnっi?

a-yaη==g�=kha

tg」 ・a?

9ツaη

no?-k�

a-c�

9-t的

9-ch的

y疵}-9-prou?

euη 勇y首

te―chと 三一t=)i?

ta-ch驤麌nai2

tg-chξ ∋一θ1重瑠

ta-ch驤�1�

tg-ch邑 一P五

ta-ch驤麑hra?

1・:

0684

0685

0686

1.:

1・::

0689

1・`1

0691

0692

0693

0694

0695

0696

0697

0698

tg-ch驤麑hg―n,)i? 0699a

to-ch6-∫Di?

ね_ch驤麑丘

θ両 一che

l驤鹹he

顧 一che

khro?-che

khe_nっi?-che

∫っi?―che

k勛鹹he

1・"・

0700

0701

0702

0703a

0703b

O704a

0704b

0705a

千

万

第一

第二

第三

一人

二人

三人

一 日

二 日

三 日

一番

タカ注1呂9

歳

赤 ん坊

大人

年寄 り(男)

年寄 り(女)

親

夫婦

先祖

甥

甥

姪

姪

いとこ

ta-thD羽

che-thDB

tg-06η

P9_thgJn～1

d首 ―dg-y�

t首_dg_y�

ta-ya2

hnDi?-y〔)?

e如 一yo?

pa_tha-n縒a?

d丘_dg―y溢ra?

t綫da_y縒a?

pa_thasn�

 Hair}_bai?

ta周 』a

a-8a?

Ou-ge

a-r縒

wa-gr�

wa-gri-ma

9-m流 功 ∈)-ph�

lao-mo-y�

a-ph俉-ph�

ea注190

tu注191

eg」uw勾 注192

tu.m纈�193

y〔)?-ph首 一〇e注194

注1S9バ ング ラデ シュ の通貨 単 位
。

注1go自分 と同性 の兄弟 姉 妹 の息子。

注191自分 と異 性 の兄弟 姉 妹 の息子。

注192自分 と同性 の兄弟 姉 妹 の娘
。

注193自分 と異 性 の兄 弟姉 妹 の娘
。

注19A母 の兄弟 の息 子 。父 の姉 妹 の息子 。
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0705b

0705c

O705d

0705e

O705E

0706

0707

11:

0709

0710

0711a

0711b

0712a

0712b

O713

0714

0715

0716

0717

0718

0719

020

0721

0722

0723

0724

0725

いとこ

いとこ

いとこ

いとこ

いとこ

親戚

挨拶

様

答

返事

先生(男)

先生(女)

生徒(男)

生徒(女)

主人

王

役人

商人

医者

職業

びつこ

泥棒

馬鹿

気持ち

夢

意味

国

a-ko.ee注195 0726

唱均 一∫e注196    0727

mg」 ゴーee注197   0728

khre-m繹� θe注198 0729

ng」1m益 注199

a-my俉-chwi

ro_Ai

a-phre

a-phre

chg」la

chg-a-m益

ta_b�

tg_b邑 一m益

9-r勾=∫ 明

m瘟ﾂ

ku月 一ee

da?-tっ

a-lou2

a-ky�

ﾘalch�

b5!�

coi?

of?-ma?

a-doi?_pe

pre

0730

0731

0732

0733

0734

0735

0736

0737

0738

0739

0740

0741

0742

0743

0744

0745

0746

0747

0748

0749

0750

0751

0752

世界

寺

学校

市場

商店

住所

隣 り

境界

東

西

南

北

方向

尖

縦

横

幅

かたわら(に)

周り

表

裏

陰

中

底

丸

線

印

ga_ba

ky勾

ky勾

j�

chai羅

ne.rai?

na功 一brI勾

a-n�

a-hrz-pha?

a-na?-pha?

t=川―pha?

mrD?-pha?

pha2

a-phy�

a-y�

a'na1η

a-naia

na1勾=ma

l驕¥pha?―la?―C1

皿ya?-hna注200

nD?一 】蜘 注201

a-roi?

a-le

phaり

a-w益 勾

9一㎞ η

a-hmai?

注195母 の姉 妹の 自分 よ りも年 長 の息 子、父の兄弟の 自分 よ りも年 長 の息子。

注196母 の姉 妹 の 自分 よ りも年 少 の息 子、父の兄弟の 自分 よ りも年 少 の息子。

i#197母 の兄 弟の 自分 よ り も年長 の娘 。父 の姉妹 の自分 よ りも年長 の娘 。

注198母 の兄 弟 の 自分 よ りも年 少 の娘 。父 の姉妹 の自分 よ りも年少 の娘 。

注199母 の姉 妹 の娘 、父 の 兄弟 の娘 。

注2。。 「顔」。

注201r背 中」
。
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0753

0754

0755

0756

0757

0758

0759

0760

0761

0762

0763

0764

0765

0766

0767

0758

0769

0770

0771

0772

0773

0774

0775

0776

形

おのおの

なにか

噛む

舐める

(犬が)吠 える

鳴 く

気づく

覚える

思い出す

信ずる

迷 う

疑 う

問 う

答える

命ずる

禁ずる

詫びる

誉める

叱る

騙す

苦 しむ

困る

心配する

pu勾

=d3iiJ注202     0777

khyai〕∫a      O778

 plir;)i?ね」くh溢0779

kDi?          0780

ya2     0781

ho期      0782

twain

g-hmai?ky纈�2030783

tWD?      0784

g-two?ky纈�204 0785

kyUB    O786

coi?∫ou?注205  0787

y丘      0788

mwfg     O789

phre          O790

a_na khy首 注206  0791

h首iη         0792

e―hrn査khaiη 注2070793

a-pha khi

hD?

1功

㎞a鞠

khai瑠

9―CO1夏〕-fia

0794

0795

0796

0?97

0798

0799

安心する

愛する

祈る

拝む

真似る

比べる

選ぶ

引く

測る

手伝 う

育てる

飼 う

釣 る

捕まえる

握る

落とす

拾 う

捨てる

なくなる

埋める

かぶせる

包む

吊るす

注208woη

9-c6主羅―jI≦t篭丘】[}注2Qg

khyol?

k丘 一gwe

P∂jo

kh丘

hmy�

hndη

kroi?

ηaB

㎞raη

a-kup峵�210

mwf羽ai?

mwf廓ai?

9巨hmy癇�211

ph護iη

khyoi?_Pつkoio

bっi?

pho

w�

pyつ?

hmrou?

ph画

thou?

chw�

注202例:kh�=d5功 「お の お の の もの 」
。

注2。3 「印 」+「 落 ち る 」
。

注2ﾘ 「記 憶 」+「 落 ち る 」。

注2。5「 心 」+「 グ ラ グ ラ し て い る 」。

注2aﾟ「 命 令 」+「 落 とす 」。

注2。フ 「間 違 い1+「 被 る 」
。

注208「 考 え 」+「 入 る」
。

注2。9「 考 え 」+r終 わ る 」。

注zio「 助 け 」+「 与 え る 」
。

注zu 「魚J+「 釣 る 」。
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1:11

1:1

/:1

1:1

0804

1:1

1:1.

1:1

1...1.

1:1'

!:1

0811

0sla

O813

0814

0sis

O816

0817

0818

0819

1:!

osti

ogaa

O823

0824

0sis

掛ける

繋ぐ

巻く

編む

織る

縛る

締めつける

叩く

曲がる

曲げる

壊す

揚く

挽 く

破れる

破る

割れる

刈る

干す

耕す

植える

蒔く

撒 く

分ける

付ける

並べる

配る

c]Zw�

ch�2

10i2

thu

raa

khyo勾

tg-d6な

 ㎞y吻 注212

kho?

kっ?

kho?

phya2

th5η

khr�

cou?

chou?

kw�

roia

hl6均

thwa均

c3i?

kr�

phr養ig

khr�

cha?

ta1和

W1

1:.

0827

0828

0829

0ﾟ30

083]

0832

0833

0834

0835

1.・

0837

1....

0839

0840

0841

0842

0843

0844

0845

0846

0847

0sas

O849

0850

ass 1

0852

贈 る

受 け取る

抱 く

担 ぐ

背負 う

運ぶ

渡る

送る

急 ぐ

帰る

到着する

通る

止まる

止める

倒れる

出す

入れ る

(もち)上 げる

汲む

点火する

消す

塗る

建てる

飾る

使う

頼む

引き受ける

hlu

Ia?h・aiB注213

pha?

th6勾

p�

rwo?

k�

p�

praig l癇�214

rっ?

1�

蜘 注215

t益i肩注216

1�

thou?

ew6肩

ta轍

ky動

cw�

8ai2

kyaip

lou?

chaη

0殉

t5η―bain}khaiη 注217

1a?khaiq注218

'#t212 「し
つ か り」+「 縛 る」。

注213「 手 」+「 被 る 」。

注214「 再 び 」+「 行 くJ
。

注215例:ga .㎡t益iη1g kh益re.「 車 が 止 ま った 」

注21G例=ga ga』=go t益加b310i?te .「 わ た しは 車 を 止 め て し ま つ たJ

注217「 依 頼 」+「 ひ ろ げ る 」。

注?18「 手 」+「 被 る 」
。
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0853

0854

08ss

O856

0857

i....

0859

1:.!

!:.

1:・

0863

0864

1:.

0866

0867

1..:

Q859

0870

1'.

0872

0873

0874

087

決める

許す

断る

賛成する

反対する注220

争 う

約束する

分かれる

飽きる

成功する

失敗する

間違える

(に)な る

(事件が)起 きる

始まる

始める

終わる

変る

変える

交代する

取 り換える

やむ

やめる

coi?khy首 注219

a上rwai?

ηr勾

hn=)i?_8疂}

mg-h船i?― θ向

chっig

ca_g疳賴�221

kr�

phaiη

oη

∫dη

hm�

phrD量?注222

phrっi?注223

C首注224

C首注225

k悶

hle

hl�

h玉e

hl�

t話均

phrou?

1..

0877

1....

i:・

/..../

1"

/....

 ..!..

0884

 ..1..

1.....

!....

1.....

/.....

/:'/

089玉

!'

0893

0894

/'・

1.'・

0897

0898

続 く

続ける

集 まる

動かす

揺れる

回る

向 く

下がる

生える

枯れる

咲く

生る

増える

減 る

臭 う

光る

凍る

溶ける

治る

残る

足 りる

要る

～させる

c並

hrwi

rw�

1さ

1�

ch勾

PD?

㎞ro?

pw5璽

8�

my益

ky首

CO

to?

kh6

AYp

k6P注226

kyaig

b注227

ci石i注228

i'#214r心 」+「 落 と す 」
。

注220「 賛 成 しな い 」
。

注221「 言 葉 」+「 与 え る」。

?#222例:胆chg」ra phrgi?pya
― 「わ た しは 教 師 に な った 」

注223例1身ya騙9益P・ 互一eg』・phr・ 童?19瞳 ・e.「 昨 日事 故 が 起 こ った 」

注224例:de
_ﾘu c緲a kb綯ya.「 そ れ は始 ま つ た 」

注225例:ria c綯ya 。 「わ た しは 始 め た 」

注226「 よ く な る 」。

  例:蝉ro,ga k勾bya.「 わ た し の病 気 は よ くな っ た(健 康 になっ た、治 った)」
i�2?7例:蝉=ma面B』610 re.「 わ た し に は お 金 が 必 要 で あ る」

注zzs例1ηa ko」 〕a肝go g一蓋ou?10u?=ci khy明re .「 わ た し は あ な た に仕 事 を さ せ た い 」

   乃ako.bargo deθg.d勾Of」ji khyaηre― 「わ た し は あ な た に この ニ ュ ー ス を 知 ら せ

たい」
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0899

1.1!

0901

0902

0903

0904

0905

1'1.

0907

/'1:

1'1・

0910

09i1

0912

0913

0914

0915

0916

0917

0918

0919

0920

0921

0922

0923

0924

0925

～したい

～される

深い

浅い

太 い

細い

細かい

粗い

濃い

淡 い

すっぱい

くさい

おいしい

まずい

生の

空つぼの

四角い

平たい

曲がった

安い

高い

富んだ

貧 しい

面 白い

楽 しい

涼 しい

静かな

khyai〕 注229

 注230

na?

ti羅

tout

kr陶

po�?

kr�

thai?

re

㎞yoig

CO

k6勾

me蜘 注231

c勾

㎞waiη

1驤黎h3rJ l驤鹵ra?

ηiη

kっ?

ta1な

kha?

ch勾 」6

k勾 注232

pyo

�

cho�2

滋29例:ηac6 khyao re
.「 わ た しは 食 べ た い 」

0926  やかましい

0927 危ない

0928

0929

0930

093ユ

0932

0933

0934

0935

0936

忙しい

早い

遅い

眠い

痒い

清潔な

醜い

恥ずかしい

厭な

0937    カaわLaし 》

0938 かわいそ う

0939

/"1

0941

0942

0943

0944

0945

0946

0947

0948

正直な

優しい

親切

丈夫な

賢い

偉い

上手

下手

容易な

困難な

krつ

kro?―kar〕=

  tha」m益ig

fout

ya判

kra

・i?㎞ 欄 注233

phro?

rw�

ch�

hra3

hra?-k5q=

  tha-m直i葛

hl�

p�

0∈)_n瘉鹵jn

  tha」na均

CDi?

09』 盃=n首注234

t6勾

讐yつ勾「fao

maha

ma

◎y6

rwe

kha?

注23。マル マ 語 に受動 態 はな い。 しか し ㎞ai薯 「苦 しむ ・被 る」 を もち いて 受 身的 な表現 を

す る こ とは可能 で ある。そ の際khaigに は名詞 化 した動詞が 先 行す る 。

例:頭0・Ou g-Oi kha功re.「 あ の人は死んだ(死 を被った)」
注231「 よ くな い 」

0

注232「 よ い 」
。

s�233「 眠 る 」+「 ～ した い」
。

注234 「同 情 」+「 ～ と と も に」。
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0949

0950

0951

0952

0953

0954

0955

0956

0957

!・

0959

0960

096ユ

0962

0963

095

Q965

普通の

重要な

最 も

ある

このような

そのような

どの

どのような

特に

本当に

ちょうど

全然

必ず

すぐに

ゆっくり

ときどき

たびたび

9-j〔)夏}        0966

g―ph棈a�}注235  0967

g-CV=ch�〕 注236 0968

注237

e-PD切 注238

the-P〔)iη

ja-ca

ja-poiq注239

9―th丘_Oa_phr話O

Coi?_Coi?

thoi?

ku『yDη

phr〔)i?=yつP

k勾 一9勾

 ma-kra注24。

�=r�

t∈)_}⊆}aa―t∈)_」r�

㎞a―d5勾

/'.'

0970

0971

0972

0973

0974

0975

0976

0977

0978

0979

f':1

0981

!"

また

まだ

すで に

おはよう

おやすみ

こんばんは

どうぞ

ごめんなさい

よろしい

おめで とう

そ うして

それか ら

それゆえ

なぜな ら

しかし

あるいは

(する)と きに

prai募=bつ

e}注241

de―th�=ma注242

hri kh炻a y纈�243

khwっhrwai?pa

houl te

de-Poiηlou?ph�

y6羽a-prou?

y勾a-twa?

9-kr勾

.・  )1髓�244

ma-hou?ka」髓�245

kha注246

注235「 価 値 」+「 合 う 」
。

注236例lda
.顧b鈎,ga」瘉麪re=ma g・gr転ch如 ㎜ δ.「ダ カ は バ ン グ ラ デ シ ュ で 一 番 大 き い 町

  で す 」

注237助 数 詞 のte「 一 」 を つ け て あ らわ す
。

  例lta-ra?「 あ る 日J。

注238例;e ・p3如 盈u ga k鋤=yoη 皿g-Ywi . rこ の よ うな 人 は わ た し に 気 に い らな い!

注239例:3a -pg功jai?1u k◎」〕aηk勾=y四twi re l6 .「 どの よ うな 人 が あ な た に 気 に 入 り ます

  か 」

注240「 とて も 」+「 遅 く な く」

注241例:y勾 一eu de―g�1駑a」a 8i.「 彼 は今 もま だ 来 て い な い 」

注242「 そ う こ うす る う ち に」
。

  例:y5弓 一〇u de・th6=ma la bya.「 彼 はそ う こうす る うち に来 た 」
注243も っ と も 一 般 的 な 挨 拶 の こ と ば

。

注2唱 例:ηag -p6d6 .d,」�1na』)』1aba』ae閃 ㎞y明re― 「わ た し は バ カ だ け れ ど も マ ル マ

  語 を 学 び た い 」
注245例:ηama」g

.ma ba_8a ma-hou?ka」馗at ba-Oaθ 閃 ㎞yag re.「 わ た し は マ ル マ 語 か

  チ ャ ッ ク 語 を 学 び た い」

注246例:i)a=r�a -phai?ni駐kha , chaloi?ma-8a?r�,「 わ た した ち が 勉 強 して い る と き は 、

タバ コを吸え ませ ん」
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ags3

0984

0985

1':・

0987

0988

1':'

1"/

Q991

(よ り)ま え に

(の)周 り に

(の)ほ うへ

(の)な か に

(の)か わ り に

(の)た め に

(に)関 して

(に)よ っ て

で(手 段)

9欄 ・9首注247

nain〕-br盃η=

 注248ma

Phra?ニ橆249

a-th�=ma注250

ta?_c癇�251

a.twO?注252

a一㎞ η注253

n�

n益注254

0992

0993

0994

0995

1"・

0997

0998

0999

1000

なしに

など

ほど

だけ

の

へ 、 に

か ら

まで

よ り(も)

mg-h◎u?-PD均 注255

a-my冝vny咊�256

hlo?注257

hu_d癇�258

注259

k・ノ9・注260

k繝mg纈�261

9_chi注262

tha?注263

注24フ例:堺ma」g」na ba』a Oaηph6 g -yarg互ca?ba』aθ 閃li re .「 わ た し は マ ル マ 語 を 学

  ぶ ま え に チ ャ ッ ク語 を学 ん で い ま した 」

注248例:ma』)」na naiη ・br鋤 冨ma ko」616 niηre .「 マ ル マ 人 の ま わ りに バ ン グ ラ 入 も す ん

  で い る 」

注249例1蝉=phra?=t61g lai? .「 わ た しの ほ うに 来 な さ い」

注250例:w均e―th6冨ma l6 khlag h如re .「 家 の 中 に も蚊 が い るJ

i�25]例1ηa∫we=ta? .c盃Oaig O両ph6.「 わ た し は 金 の か わ りに 鉄 を つ か お う」

7:i252例:聡ko .ba『g・twg?11ユa」a』la ba』a eaηre,「 わ た し は あ な た の た め に マ ル マ 語 を教

え る」(まった くおなじ文で 「わたしはあなたのためにマルマ語を学びます」 という意味にもな

りうる)
注253例:胆de g・㎞5肝go mg-8i ― 「わ た しは こ れ に つ い て 知 らな い 」

注254例:ηag -la?=n益tho』1勾c6 re.「 わ た し は 手 で ご飯 を食 べ る 」

注255例:胆ko
-ba肝 語mg―hou?・pっ 均mg-hr賜hnっ 均,「 わ た し は あな た な し で は 生 き て い け

  な い 」

注25G例:b勾
一gal瘉麪re=ma t9-bu讐 一gri o-y閃=9益lu-my琪功re:ma-ra』3a,θa?, mruη, a一

my侔ny�.「 バ ング ラデ シ ュに はた く さん の先 住 民 族 が い ます 。マ ル マ 人 、チ ャ

クマ 人、 トリプラ人 などです」

注257例:頭=b勾 一皿ache一 玉肉hb?b6道h功re.「 わ た し の と こ ろ に は 十 個 ほ ど ア ヒ ル の 卵 が

  あ り ま す 」

12258例:項=b釦 』1a hu
-d6 che-1陶b6一 廿h功re.

  があ りますJ
YY 259単 音節 で低 声調 の代名詞 は上昇調 になる

。

  例:ηa「 わ た し」― 蝉 「わ た しの 」。
注260例:ga de khwf』go Oai?pya .

「わた しの と ころ には十個 だ けア ヒル の卵

               「わ た し は この 犬 を殺 した 」

注261例:ga dg -g6=g緲a ca.「 わ た しは ダ カ か ら来 ま し た 」

注262例:胆de
.g直=a・chi praiη=bり1直bya.「 わ た しは ま た ダ カ ま で行 き ま した 」

注263例:胆ko並=go=tha?111a』asna=go khyoi?te ― 「わ た し は バ ン グ ラ人 よ り も マ ル マ 人

のほ うが好 き です 」
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(附記)

本稿 は 財団 法人 松下 国 際財 団 ・2001年 度松下 ア ジアス カ ラシ ップ(研 究テーマ:「チャ

クマ語の記述的研究― 共時態から通時態へ一1)に よ る研究 成果 の一 部で ある。
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マルマ語の音声に関する考察

(Maruma-go no  onse ni kansuru kosatu)

藤原 敬介

HUZIWARA Keisuke

要旨

マルマ語はバングラデシュ人民共和国チッタゴン丘陵でマルマ人によってはなさ

れている言語である。マルマ語はビルマ語アラカン方言とちかい関係にあ り、系統

的にはチベッ ト・ビルマ語派、ビルマ語群に分類 される。1991年 の統計によると

話者数は155000人 ほどである。

 本 稿 で は マ ル マ 語 の 音 声 に 観 察 され る 特徴 を記 述 し、 音 韻 論 的 に 分 析 した 。 そ の

結 果 、 マ ル マ 語 に は 分 節 音 素 と して!p,ph, b, t, th, d, c, ch, j, k, kh, g,?(末 子 音 と して

のみ),8,f, h, m, hm, n, hn,弓, hB,1, hi, r, hr, w, y;i, e, a,っ, o, u, aノが あ る こ とが わ か っ

た 。 声 調 に は低 調 、 高 調 、 上 昇 調 の 三 種 類 が 弁 別 的 で あ る ほ か 、 音 韻 論 的 に 予演 可

能 な 高 抑 調 と軽 声 が あ る こ とが わ か っ た 。

 ビルマ文語 との対応をみると、マルマ語は母音や末子音についてはおおきな変化

をとげた ものの、頭子音についてはビルマ語のよ りふるい形式をよくのこしている

ことがあき らか となった。

(受理 日2003年7月18日 最 終原 稿 受 理 日2003年12月15日)
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